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平
成
十
四
年
度

関
東
同
窓
会
総
会

・
懇
親
会
を
開
催
し
ま
す
。

会

　

費

七
月
五
日

（金
）

午
後
六
時
よ
り

中
央
大
学

駿
河
台
記
念
館

二
階

大
ホ
ー
ル

東
京
都
千
代
田
区
神
田
駿
河
台
三
―
十

一
―
五

（電
話
　
〇
三

・
三
二
九
二

上
二
一
一
一
）

三
、
〇
〇
〇
円

（但
し
、
学
生
は

一
、
〇
〇
〇
円
）

（年
会
費
の
三
、
〇
〇
〇
円
は
当
日
、
受
付
も

致
し
ま
す
が
、
こ
の
会
報
に
同
封
の

振
込
用
紙
に
よ
り
ご
納
入
を
お
願
い
し
ま
す
）

平
成
十
三
年
度
事
業
報
告
、
会
計
報
告

平
成
十
四
年
度
事
業
計
画
、
予
算
承
認

役
員
数
増
員
の
承
認

齋
藤
　
孝

氏

（九
五
期

明
治
大
学
文
学
部
助
教
授
）

百
万
部
突
破
と
な
っ
た
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー

「
声
に
出
し
て
読
み
た
い
日
本
語

」
の
著
者

☆
斎
藤
孝
さ
ん
の
プ
ロ
フ
イ
ー
ル
は
、

次
の
ペ
ー
ジ
に
て
、
ご
案
内
し
て
お
り
ま
す
。

議
　
題

講
　
演

懇
親
会
は
　
講
演
者
の
斎
藤
孝
さ
ん
を
交
え
て
和
気
あ
い
あ
い
の
楽
し
い

会
に
な
る
こ
と
請
け
合
い
で
す
。

又
、
静
岡
か
ら
恒
例
の
、
美
味
し
い
黒
は
ん
ぺ
ん
、
わ
さ
び
漬
け
も
届
き

ま
す
。
今
年
の
会
場
は
、
「
ＪＲ
お
茶
の
水
駅
」
か
ら
二
、
三
分
の
近
く
て

解
り
や
す
い
場
所
で
す
の
で
、
大
勢
の
同
窓
生
を
お
誘
い
の
上
、
お
気
軽

に
御
出
か
け
下
さ
い
。

新
刊
書
の
即
売
を
会
場
に
て
行
い
ま
す
の
で
ご
利
用
下
さ
い
。

同
封
の
は
が
き
に
、
恐
れ
入
り
ま
す
が
、
五
〇
円
切
手
を
貼
付
し
て
、
出

席

・
欠
席
と
ご
近
況
を
記
入
し
、
同
期
生
の
消
息
を
ご
存
じ
の
方
は
裏
表

の
欄
に
記
入
し
て
六
月
十
八
日
ま
で
に
ご
投
函
し
て
下
さ
い
。

フ
ァ
ク
シ
ミ
リ
の
送
信
の
場
合
は
、

０
３

・
３
２
５
７

・
０
８
２
０

ま
で
お
願
い
し
ま
す
。
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会
費
を
三
十
円
に
。
毎
年
二
十

円

で
料
理

・
飲
み
物

な
ど
を
提
供

し
て
来
ま
し
た
が
、

今
回
は
第

一

ホ
テ
ル
直
営

の
レ
ス
ト
ラ
ン
か
ら

同
様

の
料

理
を

提
供
致

し
ま
す
．

大
勢

の
皆
々
様

の
こ
参
加
を
期
待

し
て
会
費
を
安
く
し
た
も

の
で
す
．

そ
の
差
額

の
損
失
を

会

の
資
全
か

ら
補
助
す
る
と
役
員

会
で
決
定
し

ま
し
た
。
お
待
ち
し
て
い
ま
す
．

０

名
刺
交
換
会
を
．
先
輩
、
同
級

生
、
篠
輩
が
多
数
集

ま
る
会
で
す

か
ら
異
業
種
の
交
流

会
と
致
し
ま

し
ょ
う
。
４
向
名
刺

を
二
十
枚
以

上
お
持
ち
下
さ

い
。
名
刺
を
持
た

な

い
先
輩

か
ら

は
貴
電

な
体

験
．

一
一
か
な
知
識
を
頂
戴

し
ま
し
よ
う
●

☆

斎
藤
　
孝
さ
ん
が

一
靡
注
目
さ

れ
た

の
は
、
昨
年
出
し
た
著
書

「
声
に
出
し
て
読
み
た
い
日
本
語
」

こ
れ
は
古
典
か
ら
夏
目
漱
石
、
歌

舞
伎
、
‘
〓
嗅

浪
山
か
ら
大
道
芸

ま
で
“
編
の
日
本
語
を
収
録
し
た

暗
誦
朗
誦
テ
キ
ス
ト
で
あ
る
。
高

齢
者
に
受
け
て
い
る
と
共
に
、
学

校
教
育
で
軽
視
さ
れ
て
ｔ
る
暗
誦

朗
誦
こ
そ
が
重
要
と
考
え
た
か
ら

で
あ
る
．

・
春
は
　
あ
け
ぼ
の

・
は

つ
け
よ

い

・
智
に
働
け
は
・
角
が
立
つ

・
知
ら
ぎ

あ
言

っ
て

聞
か
せ
や
し
ょ
う

現

・
文
部
科
学

大
臣
の
著

書

☆

ト
ル

コ
　

世
紀

の

は
ざ
ま
で

”
期
　
撻
山
　
敦

子

束
西
文

明

の
十

字
路

ト

ル
コ

は
、
イ

ス
ラ
ー
ム
教
従

の
国
で
あ

り
な
か
ら
政
経
を
分
離
し
．
近
代

化
を
進
め
て
い
る
。

二

つ
の
世
紀

の
は
ざ
ま
で
三
年
余
大
使
と
し
て

ト
ル
コ
に
滞
在
し
た
著
者
は
そ
の

実
像
を

鮮
や
か

に
■
き
出

し
た
．

共
和
国
建
同
、
そ
の
政
治
と
経
済
、

ト
ル
コ
の
風
土
と
人

々
の
魅
力
に

つ
い
て
、
さ
ら
に
親

日
国
の
ゆ
え

ん
ｒ
十
日
文
化
セ
ン
タ
ー
の
設
立
．

た
ま
た
ま
道
退
し
た
ト
ル
コ
大
地

震
の
際

の
日
本

の
権
助
な
ど
を
記

し
て
い
る
。
終
章
で
は
日
本

へ
の

想

い
を
切
々
と
綴

つ
て
い
る
．

序
　
章
　
何
”
今
ト
ル
コ
な

の
か

中
東
か
ら
日
本
を
見
る
ま
な
ざ
し

第

■
早
　
，
一す

べ
き
ト

ル
コ
の

大
地
と
人

々

第

二
章

　
ト
ル
コ
の
ジ
レ
ン

マ

第
二
●
　
ト
ル

コ
の
政
治
と
経
済

第
四
章
　
伝
続

の

つヽ
た
に
■
開
く

文
化
―
ト
ル
コ
の
文
化
と
教
育

第

五
吉
一　
地
震
大
国
ト
ル

コ

第
六
ユ早
　
―
ル
コ
か
ら
見
た
日
本

第
七
車
　
ト
ル

コ
の
旅
と
出
会
い

終
　
青
十　
他
国
を
知
る
、
自
国
を

知
る
０
発
行
元
　
日
本
放
送
出
版
協
会

●
定
　
価
　
十
七
百
円

☆
　
新
本
陣
殺
人
事
件

８１
期
　
　
若
桜
木
　
虔

（本
名

稲
村
　
直
彦
）

（矢
島
誠
氏
と
の
共
書
）

由
比
と
東
京
の
人
我
山
で
同
日

同
時
刻
に
起
き
た
．
雪
密
室
殺
人

事
件
。
い
ず
れ
も
被
告
者
は
旧
本

陣
の
当
主
で
．
企
庫
か
ら
は
二
十

億
円
の
有
価
証
券
類
が
消
え
て
い

た
、
と
い
う
ス
ト
ー
リ
ー
．
横
溝

正
史
の
名
書

「
本
陣
殺
人
事
件
」

に
挑
載
し
た
、
昨
年
度
の

「週
間

文
さ
が
選
ぶ
．
傑
作
ミ
ス
テ
リ
ー

・

ベ
ス
ト
テ
ン
」
の
第
五
位
に

選
ば
れ
た
．
傑
作
と
自
負
す
る
本

格
ミ
ス
テ
リ
ー
‘
品
で
す
。

●

発
行
元
　
河
出
書
房
新
社

０

定
　
価
　
　
十
六
百
円

★
　
「
作
家
デ
ビ

ュ
ー

完
全
必
勝
講
座
」

雑
誌

「
公
募
ガ
イ
ド
」
に
プ
ロ

作
家
を
目
指
す
人
の
た
め
の
指
市

計
座
４
家
養
成
塾
を
連
載
し
て
お

り
．
ま
た
．
町
田
市
で
プ
ロ
作
家

を
目
指
す
人
の
た
め
の
小
説
作
法

講
座
を
主
宰
し
て
い
ま
す
。
そ
の

講
座
内
容
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
集
約
し

た
の
が
、
こ
の
作
品
で
す
。
日
本

図
書
館
協
会
の
選
定
図
書
に
入

つ

て
お
り
、
作
家
を
目
指
す
人
に
は

必
携

の
書
と
自
負
し
て
お
り
ま

す
。
●

発
行
元
　
文
書
社

●

定
　
価
　
千
三
百
円

☆
　
各
期
幹
事

一
覧
表
　
☆
　
　
　
　
７１

幹
事
が
変
更
の
場
合
は
事
務
局
ま
で

お
知
ら
せ
下
さ
い
。
特
に
幹
事
未
定
の
　
７２

期
は
至
急
選
出
し
て
ご
連
絡
下
さ
い
。
　

“

郷
　
西
沢
純
三

４５
　
鈴
木
弥
円
　
４６
　
丸
杉
孝
之
助
　
　
７４

４
　
原
崎
進

一　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
７６

“
　
菅
沼
　
栄

・
杉
本
久
敬
　
　
　
　
　
７７

ｍ
　
丸
尾
文
治
　
５１
　
原
崎
都
平

”
　
服
部
雅
雄

・
廣
川
　
聡
　
　
　
　
　
”

５４
　
安
東
哲
夫

・
居
初
良
雄
　
　
　
　
　
７９

此本
崎
芳
〓
一　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
８０

“
　
相
川
富
士
雄

・
法
月
重
推
　
　
　
　
８１

“
　
清
水
逸
郎

・
萩
原
達
雄

”
　
岩
井
平

一
郎

・
影
島
利
邦
　
　
　
　
８２

”
　
青
木
静
男

・
原
　
淳
　
　
　
　
　
“

∞
　
堤
　
２
↑

山
本
雅
之
助
　
　
　
　
　
“

６１
　
大
石
次
男
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
８７

”
・
“
　
木
下
景

一

“
・
“
　
野
沢
正
憲

・
佐
野
　
旭
　
　
　
”

“
　
田
中
俊
男
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
蛇

“
　
朝
比
奈
正
〓
，

小
杉
　
弘
　

　

　

”

鈴
木
敏
行
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
９４

“
　
荒
谷
じ
つ
子

■
［
崎
英
輔
　
　
　
　
％

ω
　
宮
崎
吉
夫

・
山
本
龍
男
　
　
　
　
　
９７

つ
　
大
き口
源
之
丞

・
大
長
　
智

　
　

　

Ｗ

海
野
＋
雄

・

浦
口
　
彰

桜
丼
亮
介

・

山
中
博
司

・

後
藤
孝
子

佐
藤
鐘
司

・

酒
丼
タイ
太
郎

●
，
払
”

深
日
　
均

山
梨
由
記

情
水
雅
尚

三
清
位
通

鈴
木
腹
男

上
口
尚
亮

吉
野
卓
史

鈴
木
素
明

仲
谷
博
明

堀
内
淳
司

池
―１１
＋
司

成
同
和
美

藁
科
名
雄

高
精
　
宏

荒
丼
千
明

山
野
直
文

岡
村
幸
彦

松
野
敦
子

奥
田
規
之

清
水
智
人

小
泉
輝
武

一崚
厚
素砒
史

・
鈴
木
　
浩

野
方
重
人

垣
土
両
取

相
沢
　
優

t

ヽ_

|

―
出
和
子

ま
原
失
昭

岡
部
政
之

“
　
山
本
雅
敏

深
津
俊
郎

丼
出
慎
吾

石
川
嘉
和

８９
　
■
果
　
修

米
浮
青
Ｆ

大

羽
一早
弘

開
発
啓
之

☆

関
東
は
広
く
て
友
人
と
会
う
盲
が
出
来
な
い
。

☆

同
期
会
の
チ
ャ
ン
ス
も
作

っ
て
．
楽
し
い
架
い
を
作

っ
て
―
さ
い
。

☆

幹
亨
未
定
の
期
は
‥
‥
至
急
選
出
し
て
ご
連
絡
下
さ
い
。

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１１

＝

＝

＝

Ｉ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

ＩＩ

＝

―Ｉ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

ＩＩ

＝

――

―

―

―

―

―

―

―

―

―

――

新

刊

書

の

案

内

t
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二
月
二
日
．
大
●
さ
ん
か
亡
く

な
ら
れ
た
，

六
本
本
の
お
ｔ

に
伺

っ
て
久
し

ぶ
り
に
歓
談
し
た
の
は
昨
年

の
十

一
月

二
十
九

日
。
「
花

見

の
嗅

．

ま
た
や

っ
て
来

―
よ
，
と
言
わ
れ

て
，
姜
し
て
か
ら
、
住
か
三
カ
月

奈

の
こ
と
だ
っ
た

の
で
信
じ
難
か

っ
た
。
大
●
さ
ん
が
官
澤
′
廊
初
代
会

こ
の
写
真
は
．
大
石
さ
ん
の
生

地
、
天
龍
産
の
杉
材
に
■
を
ふ
る

わ
れ
た
も
の
を
．
訪
間
の
記
念
に

頂
載
し
た
も
の
。
た
ま
た
ま
そ
の

日
、
読
売
新
聞
夕
刊
の
文
化
欄
に

俳
人
森
澄
雌
さ
ん
の
句
集

「天
口
」

の
紹
介
記
事
が
あ
り
．
そ
の
人
見

出
し
が

「
私
を
捨
て
虚
空
を
う
た

う
」
、
そ
し
て
解
説
に
虚
空
と
は

い
の
ち
を
包
む
大
き
な
白
ス
の
こ

と
と
あ
り
、
こ
れ
は
同
じ
日
の
縁

と
、
大
石
さ
ん
に
感
謝
の
金
を
こ

め
て
早
速
手
紙
を
し
た
た
め
た
こ

と
を
思
い
出
す
。

心
か
ら
ご
冥
福
を
お
祈
り
申
し

上
げ
る
。

‐
　
　
　
　
っ
の

あ

■の日一熟“・
，

逝腱』̈
動中」至膏＝

．
．　
　
　
　
．
一一指
¨
・

大
石
　
巌
元
会
長
を
悼
む

¨
「
　
―
杉
重
古

ッ
チ
さ
れ
る
ま
で
の
た
年
間
．
■

員
会
　
幹
事
会
　
給
会
と
そ
の
打

ム
［
せ
＾
〓
な
●
）
で
、　
お
■
宗
の
‐本
の
人
ム

■

に
，
―
回
■
ま
り
勝
議
さ
せ
て

い
た
だ

い
た

こ
と
だ

ろ
う

。
ま

■
ｔ
印
高
会
ゴ
ル
フ
会

で
は
筍
根
カ
ン

ト
リ
ー
倶
楽

部
で
の
プ

レ
ー
も

．

仙
石
荘

で
の
前
″
祭
も

い
つ
も

一

緒

に
楽
し
ま
せ
て
い
た
だ

い
た
。

人
石
さ
ん
の
高
校
生
活
は
，

日

野
球
漬
け
だ

つ
た
と

い
う
．
そ
し

て
大
毎
オ
リ
オ

ン
ズ

の
代
表
も

つ

と
め
ら
れ
た

の
で
あ
る
．
平
成
十

一
年
，
核
野
本
部
が
甲
千
国
に
キ

と

夏
連

続

出

場

し
て
一■
躍

し
た

時
．
同
じ
“
期

で
市
祠
ｉ
ｔ
の
片

澤
五
郎
さ
ん
の
作
計

「
Ｔ
子
同
円

セ
」
を
訳
さ
れ
解
説
し
、
塁
一■
あ

ぎ
や
か
に
，
一一
さ
れ
た
。
会
報

“

〓
の
見
開
き

２
ペ
ー
ジ
は
、
心

の

通

っ
た

お

ふ
た

り
の
合

作

で
あ

０́
．ま
た
．
＊
し
方
の
思
ｔ
出
な
ど

を
後
す
に
．
と
お
願
い
し
た
と
こ

ろ
、
こ
こ
ろ
よ
く
寄
稿
し
て
く
だ

さ
っ
た
の
が
平
成
―
二
年
十
二
月

の
会
報
ｍ
一ヶ
所
載
０

「自
ら
を
叱

る
」
で
あ
る
‐
黙
晴
ら
し
い
内
容

を
四
千
字
に
ま
と
め
ら
れ
た
自
分

更
″〓

皆
に
た
い
へ
ん
感
錦
を
与

え
、
喜
ば
れ
た
も
の
で
あ
る
‐

大
石
巌
さ
ん
逝
去
を
悼
ん
で

大
石
巌
さ
ん
を
偲
ぶ

佐
治
俊
彦

大
石
巌
先
輩
が
急
近
さ
れ
た
と

の
知
ら
せ
を
受
け
た
の
は
．
二
月

三
日
の
朝
で
し
た
。
あ
ま
り
に
急

で
信
し
ら
れ
ぬ
思
い
の
ま
ま
タ

刻
、
東
吉
＾

六
本
木
の
お
宅
に
伺

う
と
、
大
石
さ
ん
は
い
つ
も
と
変

わ
ら
ぬ
瑞
正
な
顔
で
静
か
に
眠
つ

て
お
ら
れ
ま
し
た
。

田
子
夫
人
の
話
で
は
人
院
さ
れ

た
の
は

一
日
、
π
去
ま
で
僅
か
二

日
間
の
こ
と
で
し
た
。
病
名
は
間

質
性
肺
炎
と
の
こ
と
で
．
高
齢
者

の
肺
炎
と
い
う
の
は
恐
ろ
し
い
も

の
で
す
。
大
石
さ
ん
特
有
の
あ
の

大
き
な
元
気
な
声
が
も
う
問
け
な

ｔ
の
か
と
思
う
と
、
心
に
空
河
が

あ
い
た
よ
う
な
気
が
し
ま
す
．

大
石
さ
ん
と
の
出
会
い
は
忘
れ

も
し
ま
せ
ん

一
九
五
六
年

（昭
和

三

Ｔ
年
一
四
月
の
こ
と

で
し
た
。

当
時
．
大
石
さ
ん
は
毎
日
新
間
の

口
銀
記
者
ク
ラ
ブ
の
キ
ャ
ッ
プ

で
、
駆
け
出
し
記
者
の
私
は
、
そ

の
下
に
配
属
さ
れ
ま
し
た
。
大
石

さ
ん
は
人
脈
の
豊
富
な
方
で
、
新

木
栄
＋
７

日
銀
総
裁
、
中
山
素

平

・
日
興
銀
副
頭
取
、
小
山
五

郎

二
一
井
銀
行
取
締
役
な
ど
に

次
々
と
紹
介
さ
れ
ま
し
た
が
、
特

に
小
山
さ
ん
．
大
石
さ
ん
と
私
は
、

旧
制
静
同
高
校
、
東
大
の
同
窓
で
、

こ
の
時
以
来
五
十
年
近
く
交
記
が

続
き
ま
し
た
。
中
山
さ
ん
と
人
石

さ
ん
は
ゴ
ル
フ
会
も
４
ち
て
お
ら

れ
、
年
二
回
の
箱
根
の
カ
ン
ト
リ

ー
で
の

一
泊
ゴ
ル
フ
は
二
＋
年
余

り
も
続
き
．
私
も
そ
の
中
に
加
え

て
い
た
だ
き
ま
し
た
が
、
賑
や
か

な
大
石
さ
ん
は
常
に
会
の
主
役
で

し
た
。
大
石
さ
ん
は
旧
制
静
高
野
球
部

∝
会

の
有
カ
メ
ン
バ
ー
で
し
た

が
、
そ
の
経
歴
を
買
わ
れ
て
五
九

年
に
は
毎
日
新
聞
か
ら
大
毎
オ
リ

オ
ン
ズ
の
営
業
部
長
に
出
向
さ
れ

ま
し
た
。
フ
ァ
ウ
ル

・
ボ
ー
ル
を

観
客
に
プ
レ
ゼ
ン
ト
す
る
な
ど
の

新
機
軸
を
打
ち
出
し
、
大
い
に
張

り
切
っ
て
お
ら
れ
た
の
を
覚
え
て

い
ま
す
。

然
し
そ
の
二
年
後
．
同
じ
静
高

野
求
部
の
先
輩
で
あ
る
北
同
文

一

長

（
４２
期
）
を
継
い
で
第
二
代
会

長
に
な
ら
れ
た
の
は
平
成
元
年
六

月
、
故
奥
野
孝
副
会
長

（
同
じ
”

期
）
と
お
ふ
た
り
が
車
の
両
輸
と

な
つ
て
関
東
同
窓
会
の
た
め
大
ｔ

に
尽
力
し
て
く
だ
さ
っ
た
こ
と
は

衆
知
の
こ
と
で
あ
る
。

奥
沢
征
三
代
会
長
に
バ
ト
ン
タ

ヽ

●

Ｉ

t
ヽ
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さ
ん
の
懇
請
に
よ
つ
て
大
商
証
券

に
移
ら
れ
．
毎
日
新
聞
を
離
籍
さ

れ
た
時
は
か
っ
か
り
し
ま
し
た
。

大
石
さ
ん
は
ヽ
す
れ
毎
日
新
聞
に

復
帰
さ
れ
る
も
の
と
思
い
．
そ
の

下
で
働
き
続
け
た
ｏ
と
考
え
て
い

た
か
ら
で
す
。
大
商
証
券
は
合
併

に
よ

つ
て
新
日
本
証
券
と
な
り
、

大
石
さ
ん
は
そ
の
社
長
と
な
り
ま

し
た
が
、
私
と
同
じ
よ
う
に
大
石

さ
ん
を
慕
う
人
々
は
多
い
と
思
い

ま
す
。
大
石
さ
ん
は
明
朝
な
反
面
、

心
配
り
の
細
や
か
な
人
で
し
た
。

ヽ
の
器
と
い
う
も
の
を
感
じ
ま
し

た
。ｔ
七
年
、
毎
日
新
同
社
が
吉
境

に
陥

つ
た
時
、
大
石
さ
ん
は
既
に

に
財
界
童
鎮
で
あ

つ
た
中
画
素
平

さ
ん
、
小
山
五
郎
さ
ん
ら
と
違
無

し
て
平
岡
戴
雄
社
長
を
助
け
、
毎

日
新
聞
を
証
掟
か
ら
救
う
の
に
貢

献
さ
れ
ま
し
た
。
当
時
、
経
営
企

画
室
長
を
勤
め
て
い
た
ス
に
は
忘

れ
ら
れ
ぬ
こ
と
で
す
。
毎
日
新
聞

社
は
こ
れ
を
多
と
し
て
．
大
石
さ

ん
を
異
例
の
社
友
と
し
て
退
し
て

い
ま
す
。

大
石
さ
ん
を
知

っ
て
五
十
年

弱
、　
い
ま
そ
の
死
に
会
つ
て
．
思

う
こ
と
余
り
に
多
く
、
つ
く
づ
く

と
無
常
を
感
じ
ま
す
。
今
章
．

（毎
日
新
聞
社
元
常
務
取
締
役
）

月
見
里
得
知
郎

（
５３
期
）
さ
ん

を
偲
ん
で
６８
期

荒
谷

じ
つ
子

関
東
同
窓
会
発
足
時
よ
り
、
会

の
発
展
に
御
力
添
え
頂
い
た
方
々

が
、
次
々
に
亡
く
な
ら
れ
沐
し
さ

一
入
で
い
た
こ
ろ
．
今
年
に
な
っ

て
先
会
長
の
大
石
巌

（
”
期
）
さ

ん
に
続
い
て
月
見
里
さ
ん
が
亡
く

な
っ
て
し
ま

っ
た
。
二
＋
数
年
前

静
日
本
部
の
同
窓
会
長
鈴
木
与
平

（
４
期
）
さ
ん
に
頼
ま
れ
、
富
澤

次
郎

（
４２
期
）
さ
ん
を
会
長
に
間

東
支
部
が
作
ら
れ
．
論
客
ぞ
ろ
い

の
先
輩
達
の
下
で
Ｆ
奥
野
孝

（
”

刹
）
さ
ん
が
事
務
局
．
月
見
ュ
さ

ん
が
会
キ
の
編
集
人
に
な
つ
て
会

を
い
か
に
発
展
　
さ
せ
よ
う
か
と

心
を
尽
く
さ
れ
、
化
見
の
＾
＾

釣

り
の
△
＾

ハ
イ
キ
ン
グ
の
会
な
ど
．

皆
が
楽
し
く
集
ま
れ
る
よ
う
に
御

尽
力
下
さ
っ
た
。
ハ
イ
キ
ン
グ
の

時
は
、
皆
が
歩
け
る
が
必
ず
．
下

見
を
し
て
御
自
分
で
歩
か
れ
て
決

め
ら
れ
た
そ
う
で
す
。
後
に
会
報

を
上
杉

（
∞
期
）
現
会
長
に
任
せ

ら
れ
ｔ
つ
も
ニ
コ
ニ
コ
と
後
輩
達

の
や
る
事
を
温
か
く
見
守

っ
て
い

ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
。
最
近
は
、

病
気
で
会

に
も
御
出
席
に
な
れ

ず
、
新
し
，
人
と
と
は
な
じ
み
も

少
な
か
っ
た
と
思
い
ま
す
が
、
陸

一■
経
理
学
校

（静
中
優
等
生
で
も

な
か
な
か
入
れ
な
か

つ
た
そ
う
で

す
）
―
軍
隊
―
ソ
連
抑
留
―
キ
ャ

ノ
ン
と
お
過
ご
し
に
な
り
ま
し

た
。
弟
さ
ん
の
礼
次
郎
さ
ん

（
５７

期
）
が
四
月
九
日
大
丸
ル
ビ
ー
ホ

ー
ル
で
お
別
れ
の
会
を
や
っ
て
下

さ
り
、
な
つ
か
し
い
顔
写
真
の
前

で
．
大
勢
の
人
々
が
集
ま
り
、
楽

し
か
っ
た
エロ
を
想
い
出
し
な
が
ら

御
馳
走
に
な
り
ま
し
た
。
御
香
料
．

御
花
代
は

一
切
受
取
ら
ず
皆
の
楽

し
む
姿
を
写
真
に
撮

っ
て
喜
ん
で

い
た
兄
へ
の
冥
土

へ
の
お
土
産
に

し
て
あ
げ
た
い
と
の
御
意
志
で
し

た
。す
ば
ら
し
い
御
兄
弟
、
さ
す
が

静
中
の
先
輩
、
い
つ
も
人
を
喜
ば

そ
う
、
役
に
立

っ
て
あ
げ
よ
う
の

温
か
さ
の
あ
ふ
れ
る
生
き
方
を
学

げ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。
訂
高
の
卒

業
上
で
あ
る
こ
と
を
何
よ
り
の
宝

と
思
い
、
良
き
先
輩
に
感
謝
し
な

が
ら
御
冥
福
を
お
析
り
申
し
あ
げ

ま
す
。
長
い
問
有
り
難
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。

「親
睦
委
員
会
」
か
ら

委
員
長
　
荒
谷
じ
つ
子

昨
年
の
組
織
改
定
で
誕
生
し
た

委
員
会
の

一
つ
が

「親
睦
委
員
会
」

で
す
。
で
も
、
同
窓
会
の
活
動
っ

て
全
部
が
親
睦
活
動
し
ゃ
な
い
ん

で
す
か
。
会
の
規
約
の
第
二
条
に

「
当
会
は
会
員
の
親
睦
を
は
か
る

こ
と
を
目
的
と
す
る
」
と
あ
り
ま

す
。
た
し
か
に
．
期
毎
に
世
話
役

を
お
厩
０
し
て
い
る
毎
年
の
総
会

で
は
議
事
や
請
演
会
の
″
に
は
必

ず
親
睦
会
が
あ
り
．
黒
ハ
ン
ペ
ン

を
着
に
和
気
議
々
の
ひ
と
と
き
を

過
ご
す
の
が
常
で
す
。
ま
た
、
毎

年
九
月
の
第

一
日
曜
日
と
決
め
て

催
さ
れ
る

「
江
ノ
島
会
」
は
黒
Ｈ

秀
＋
さ
ん

（
６７
期
）
や
雨
宮
明
生

さ
ん

（
６８
期
）
な
ど
が
お
世
ユ
呪
仁

に
な
っ
て
何
＋
年
と
続
く
文
字
通

り
の
親
睦
会
で
す
。
そ
し
て
．
こ

れ
も
ゴ
ル
フ
好
き
の
同
窓
生
に
は

先
刻
ご
存
知
の
、
毎
年
箔
根
で
開

催
さ
れ
る

「印
高
会
ゴ
ル
フ
コ
ン

ペ
」
は
仁
科
光
司
さ
ん

（
７７
期
）

や
滸
水
雅
尚
さ
ん

（
７７
期
）
た
ち

が
裏
方
さ
ん
に
な
っ
て
同
窓
同
好

の
十
た
ち
の
親
睦
を
図
っ
て
く
れ

て
い
ま
す
。
ま
だ
ま
だ
三
十
人
の

会
員
の
中
で
は
、
ほ
か
に
も
い
ろ

い
ろ
会
員
同
上
の
親
睦
活
動
が
あ

る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

で
、
今
更
何
で

「親
睦
委
員

会
」
？
と
い
う
わ
け
で
す
が
、
そ

う
し
た
皆
さ
ん
の
親
睦
活
動
の
情

報
セ
ン
タ
ー
み
た

い
な
役
目
と

か
、
同
期
会

・
同
好
会
な
ど
の
新

し
い
親
睦
活
動
の
相
談
と
が
お
手

伝
い
と
か
、
そ
ん
な
こ
と
で
こ
の

「
親
睦
委
員
会
」
が
お
役
に
立
て

る
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。
そ
れ
に
し

て
も
．
関
東
同
窓
会
と
し
て
の
新

し
い
親
睦
活
動
の
ア
イ
デ
ア
が
な

い
で
し
ょ
う
か
。
会
の
活
性
化
の

た
め
に
お
知
恵
を
金
し
て
く
だ
さ

|

ヽ_

一
江
ノ
島
会
』
の
ご
案
内

毎
年
九
月
の
第

一
日
曜
日
、
そ

う
で
す
今
年
は
九
月

一
日
。
ご
存

知

「
江
ノ
島
会
」
の
日
で
す
。

毎
年
毎
年
、
静
中

・
静
高
の
ＯＢ

た
ら
が
湘
南
の
江
ノ
島
に
集

つ
て

二
十
余
年
、
今
年
の

「
江
ノ
島
会
」

は
第
二
十
五
回
に
な
り
ま
す
。
江

ノ
島

へ
の
長
い
参
道
桁
を
渡

つ
て

す
０
左
手
、
先
年
亡
く
な
つ
た
人

先
輩
の
水
野
清
さ
ん

（
”
期
）
が

経
営
す
る

「
恵
比
寿
屋
」
が
変
わ

ら
ぬ
会
場
で
す
。

会
の
ス
タ
ー
ト
は
正
午
。
毎
年
．

静
同
か
ら
も
技
長
先
生
を
は
じ
め

同
窓
会
の
幹
部
も
参
加
さ
れ
て
談

論
風
発
．
日
の
暮
れ
る
ま
で
楽
し

い
語
ら
い
が
続
き
ま
す
。
会
費
は

一
万
円

（通
信
責
な
ど
を
含
む
ヽ

岳
市
掟
児
健
女
の
皆
さ
ん
！
残

暑
の
中

に
も
秋
が
忍
び
寄
る

一

日
．
湘
南
の
潮
風
に
吹
か
れ
な
が

ら
、
久
間
を
叙
し
．
旧
交
を
暖
め

ま
せ
ん
か
。
甲
子
園
へ
の
夢
な
ん

か
も
語
り
合
い
な
か
ら
‥
‥
‥
．

江
ノ
島
会
　
世
話
役
黒
口
秀
十

（
６７
期
）

雨
官
明
生

（
“
期
）

問
合
わ
せ
先
　
塁
首

宅

容
０
４
５

（
２
６
１
）
５
１
５
６

報

′
、ヽ_
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原
崎
郁
平
の
た
名
で
あ
る
。

海
静
岡
と
決
ま
っ
て
い
る
。

今
年
は
近
年
に
な
く
少
な
い
三

＋
〓
名
が
集
ま

っ
た
。
一仕
事
で
来

ら
れ
な
い
人
は
減

つ
て
き
て
．
反

対
に
満
気
療
養
者
が
多
く
な
っ
た

の
は
否
め
な
い
。
　

開
会
前
に
同

級
生
で
皮
膚
■
の
名
医
、
人
戸
の

高
場
真
の
Ｎ
Ｈ
Ｋ
放
映

（昨
年
九

月
）
の
診
療
ビ
デ
オ
を
見
た
。

鳥
取
か
ら
き
た
外
科
Ｌ
の
同
本
正

信
の
乾
杯
の
挨
拶
で
会
は
始
ま
っ

た
。
日
本
は
剣
道
部
長
は
誰
も
い

な
い
と
嘆
い
た
が
、
わ
れ
わ
れ
柔

道
部
員
は
五
名
も
参
加
し
て
気
を

吐
い
た
。

関
東
同
窓
会
か
ら
は
Ｌ
杉
重

一
７

荻
原
荘
太
郎

・
原
善
三
郎

・

原
田
龍
二
と
笠
間
の
五
名
が
参
加

し
た
。
長
口
南
小
出
身
今
村
逸
雄
が
静

岡
市
小
学
校
の
綴
方
文
集

「
草
の

実
」
か
ら
同
級
生
の
作
文
を
コ
ピ

ー
し
て
配

っ
た
。
私
は
小
ｊ
の
時

の
４
文
を
首

つ
て
、
帰
宅
し
て
孫

に
み
せ
る
こ
と
が
で
き
た
。
静
中

に
入
学
し

「
草
の
実
」
の
常
連
だ

っ
た
人
た
ち
と
は
小
学
校
時
代
か

ら
の
友
だ
ち
だ
と
感
じ
た
も
の
だ

つ
た
。
同
期
会
の
日
が
決
っ
て
い
る
の

で
、
私
は
年
頭
に
カ
レ
ン
グ
ー
に

書
き
込
ん
で
い
る
。

同

期

会

な

ど

ク
ラ

ス
会
近

況
報
告

５１
期
　
原
崎
郁
平

関
東
地
区
に
在
住
の
同
期
生
が

平
成
十
四
年
四
月
九
日
に
銀
庄
六

，
日
の
和
食
レ
ス
ト
ラ
ン
富
貴
洞

に
集
ま
っ
た
。
今
年
の
出
席
者
は

９
名
で
、
そ
の
う
ち

一
名
は
静
岡

か
ら
狩
野
安
彦
君
が
出
席
し
た
。

広
瀬
毅
君
の
名
司
会
の
お
陰
で
楽

し
い
ク
ラ
ス
会
で
あ

っ
た
。
初
め

に
本
国
の
会
合
を
楽
し
く
す
る
た

め
に
、
①
病
気
の
話
は
し
な
い
②

孫
の
自
慢
話
は
し
な
い
よ
う
に
と

の
提
案
が
あ

っ
た
。
こ
の
よ
う
な

話
は
自
分
勝
手
な
こ
と
な
の
で
聞

い
て
い
る
方
は
，
の
興
味
も
示
さ

な
い
か
ら
で
あ
る
。
別
に
反
対
も

な
い
し
終
始
こ
の
話
題
は
出
な
か

っ
た
。
″
野
君
の
面
白
い
話
で
．

ク
ラ
ス
メ
イ
ト
で
清
水
在
住
の
滝

戸
直
正
君
の
ア
ド
バ
イ
ス
に

「健

康
維
持
の
た
め
に
義
理
を
欠
い
て

も
機
わ
な
い
」
と
，
う
こ
と
が
あ

つ
た
。
お
，
い
に
身
に
つ
ま
さ
れ

る
こ
と
で
普
領
い
て
い
た
。
狂
野

君
の
話
の
中
心
は
何
と
言
っ
て
も

静
岡
情
報
で
あ
る
。
①
静
岡
市
と

清
水
市
と
の
合
併
問
題
②
静
同
空

港
間
赳
０
静
同
余
と
お
浅
間
さ
ん

初
は
騎
兵
部
隊
に
入
り
途
中
か
ら

落
下
傘
部
隊
に
い
た
。
席
上
で
は

軍
馬
慰
生
の
資
料
か
ら
馬
に
関
す

る
ュ
ー
モ
ア
あ
ふ
れ
る
小
話
が
紹

介
さ
れ
、
ま
た
口
中
君
持
参
の
馬

の
交
わ
り
の
貴
重
な
ス
ラ
イ
ド
が

上
映
さ
れ
た
。
初
め
て
見
る
光
景

に
興
味
深
く
見
入
っ
た
。
ホ
盛
次

■
が
諌
山
兼
君
か
ら
貰

っ
た
自
分

史
か
』
感
銘
を
受
け
た
と
の
こ
と

と
ご
先
●
さ
ま
の
こ
と
を
も
っ
と

知
り
家
系
を
大
事
に
し
た
い
と
の

話
が
あ

っ
た
。
高
橋
達
郎
君
は
囲

碁
に
励
ん
で
い
る
。
原
崎
郁
平
は

出
版
社
‘
頼
の
専
円
図
書
の
執
筆

に
追
わ
れ
て
い
る
。
諌
山
廉
君
は

ゴ
ル
フ
、
パ
ソ
コ
ン
を
や
っ
て
い

る
が
、
戦
後
復
員
し
て
か
ら
父
親

の
亡
く
な

っ
た
こ
と
を
知
っ
た
の

を
契
機
に
自
分
史
の
必
要
を
感
じ

三
年
前
に
自
費
出
版
し
た
と
０
う

話
が
あ
っ
た
。
最
後
に
広
瀬
毅
君

は
ゴ
ル
フ
写
真
、
バ
ー
ド
カ
ー
ビ

ン
グ
を
や
っ
て
い
る
が
．
四
月
中

旬
に
写
真
展
で
入
選
■
を
発
表
す

る
と
い
う
嬉
し
，
知
ら
せ
が
あ

っ

た
。
食
事
終
了
後
．
な
歌
を
四
番

唱
し
，
会
を
約
し
て
解
散

写
真
は
前
列
左
か
ら
ホ
盛

瀬
裁
、
狩
野
安
彦
．
高
橋

後
列
左
か
ら
二
越
俊

三

．　
口
中
賢

一
、
諫
山
廉
．

渡 達 次 し ま
1刀 18・ た で
,「
｀
広 ・ 竜

六
〇
期
同
期
会

∞
期
　
笠
間
達
男

一
九
四
〇
年

（皇
紀
二
六
〇
〇

年
）
大
学
の
六
〇
期
同
窓
会
は
．

毎
年
、
四
月
第
二
週
の
金
確
口
に

開
か
れ
る
。
今
年
は
四
月
―
〓
口

だ

っ
た
。
会
場
も
駅
前
の
ブ
ケ
東

ヽ´

ゝの
お
祭
り
の
こ
と
０
静
中
静
高
創

立
い
周
年
が
来
年

■
月
に
予
定
さ

れ
て
い
る
こ
と
な
ど
で
あ
る
。
工

越
君
の
話
．
「毎
日
家
族
以
外
の

３
人
と
話
を
し
て
い
れ
ば
ボ
ケ
な

い
」
と
の
こ
と
で
こ
れ
は
参
ら
に

な
る
。
渡
コ
功
君
が
ド
イ
ツ
人
の

ハ
イ
ゼ
さ
ん
の
こ
と
を
紹
介
し

た
。
こ
の
人
は
明
治
．
大
正
、
昭

和
を
日
本
で
生
き
た
人
で
あ
る
が

日
本
の
武
■
道
に
心
酔
し
赤
花
浪

士
、
自
虎
隊
な
ど
を
挙
げ
て
い
る
。

死
ん
で
か
ら
飯
盛
山
に
葬
れ
と
の

道
言
で
そ
こ
に
基
が
あ
る
と
の
こ

と
。
そ
れ
に
つ
け
て
も
最
近
の
傾

向
で
国
民
意
識
の
次
如
は
嘆
か
わ

し
い
と
の
話
が
あ

っ
た
。
田
中
賢

一
君
は
旧
陸
■
に
１０
年
い
た
が
最

`

|

盤
暫
▼
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三
人
だ
け
の
同
窓
会

“
朗

相
馬
　
孝

い
て
い
た
。
た
ま
に
な
ら
と
も
か

く
、
ほ
ぼ
毎
月

の
こ
と
と
な
る
と

大
変
だ
。
な
ま
は
ん
か
の
音
楽

フ

ア
ン
で
は
と
で
も
続
か
な

い
こ
と

だ
。だ
か
ら
僕
達

の
同
窓
会
は
休
憩

時
間

の
十
五
分
、
そ
れ
も

一
階

ロ

ピ
ー
で
の
立
ち
話

に
限
ら
れ
て
い

た
。
だ
が
中
身
は
艘
か

っ
た
。
友

人
．
知
人
の
消
息
、
お
互

い
の
近

況
、
今

日
の
演
奏

の
厳
し
い
評
価

な
ど
が
話
題
に
な

っ
た
．
話
の
展

開
は
目
ま
ぐ
る
し
く
．
き
ま

つ
て

時
間
切
れ
で
．
話
半
分
で
終
わ
り

に
な

つ
た
。
だ
が
二
人
は
こ
の
同

窓
会

が
と

で
も

気

に
入

っ
て
い

た
。
音
楽
を
聴
く
楽
し
み
と
和
挨

っ
て
、
そ
の
日
か
待
ち
遠
し
か

つ

た
。加
藤
君
の
音
楽
歴
は
終
戦
直
後

に
迎
る
。
浜
松

の
ボ

ロ
ボ

ロ
の
長

合

で
聴

い
た
近
術
秀
麿

の
米
完
成

と
返
命
が
、
彼

の
瑞

々
し

い
心
を

ゆ
さ
ぶ
り
、
扉
を
激
し
く
叩

い
た
．

以
来
彼
は
ク
ラ
シ

ッ
ク
の
熱
心
な

信
徒
で
在
り
続
け
、
晩
年
は
ブ
ル

ッ
ク
ナ
ー
や
マ
ー
ラ
ー
の
大
山
を

好
ん
で
い
た
。

家

に
は
奥
様

の
ビ

ア
ノ
、
長
男

の
ヴ
ィ
オ
ラ
、
次
男

の
フ
ル
ー
ー

が
あ

っ
て
．
い
つ
も
音
楽
が
溢
れ

て
い
た
。
或
る
時
彼
は
、
奥
様

の

家
計
笹
が
悲
鳴
を
上
げ
る
よ
う
な

大
枚
を
は
た
き
、
チ
ェ
ロ
を
調
達

し
て
き
た
。
そ
し
て
遅
市
き
な
が

ら
の
勉
強
を
始
め
た
。
恐
ら
く
こ

の
時
彼
の
胸
中
に
は

一
家
全
員
に

よ

る

カ

ト

ウ

・
フ

ァ

ミ

リ

ー

・
ア

ン
サ
ン
ブ
ル
誕
生

の
夢
が
あ
っ
た

に
違

い
な

い
。
そ
し
て
そ
の
ア
ン

サ
ン
ブ
ル
が
創
る
サ
ウ
ン
ド
オ
ブ

ヽ

ェ
ー
ジ

ッ
ク
を
家
族
を
結
ぶ
絆

に
し
よ
う

と

考
え

て
い
た
と
思

・つ
‐彼

は
歌

う

こ
と
も

好
き
だ

つ

た
。
シ

ュ
ー
ベ
ル
ト
の
冬

の
旅
が

大
好
き

で
、
十
人
番
は
．
■
音
楽

師
、
奥
様

の
ビ
ア
ノ
で
よ
く
歌

っ

て
い
た
と
い
う
．

だ
が
現
実
は
彼
の
音
楽
の
夢

に

悉
く

ｍ
を
出
し
た
。
職
務
の
責
任

が
大
き
く
な
り
、
面
倒
見
の
よ
さ

も
手
伝

っ
て
、
毎
日
が
東
奔
西
走

と
な

っ
た
。
人
の
危
機

に
は
ア
レ

グ
ロ
で
駆
け

つ
け
．
悲
し
み
に
は

ア
ダ
ー
ジ

ョ
で
接
し
、
教
室
で
は

ダ

・
カ
ー
ボ
を
心
掛
け
．
時
に
頭

上
で
シ
ン
バ
ル
を
響
か
せ
た
。
折

角
の
チ

ェ
ロ
は
廊

下
の
片
隅
で
埃

を
か
ぶ

つ
た
ま

ヽ
と
な

っ
た
。

彼
が
再
び
音
楽
を
取
り
戻
し
た

の
は
六
十

に
近
い
頃
だ

っ
た
。
術

ち
か
ね
た
よ
う
に
地
元
の
合
唱
団

に
加
わ
り
、
サ
ー
ド
テ
ナ
ー
を
受

け
持
ら

た
。
回
員
の
信
頼
を
集
め
、

世
話
役

に
徹
し
た
彼
は
．
歌
う
時

も
お
酒
を
飲
む
時
も
皆

の
中
に
あ

っ
て
、
さ
な
が
ら
ヴ

ア
イ
オ
リ
ン

の
魂

柱

の
役

割
を

果

た
し

て
い

た
。突
然

の
死
で
、
二
人
の
同
窓
会

は
終
わ

っ
た
。
告
別
式

で
は
紺
の

ブ
レ
ザ
ー
の
合
唱
団
員
四
十
人
が

シ

ェ
ー
ベ
ル
ト

の
ミ
サ
山
か

ら
、

．
聖
な
る
か
な

・
を
合
唱
し
た
。

花
に
回
ま
れ
美
し

い
音
楽
に
送
ら

れ
て
逝
き
た

い
と
彼
の
願

い
通
り

だ

っ
た
。

フ
オ
ー
レ
の
レ
ク
イ
エ

ム
が
流
れ
る
中
、
お
悔
や
み
を
述

べ
た
時
、
奥
様
は

一
二
人
だ
け
の

同
窓
会
、
決
し

て
忘
れ
ま
せ

ん
。

有
難
う
ご
ざ

い
ま
し
た
」
と
述
べ

ら
れ
た
。

昨
年
喜
れ
、
Ｎ
響
定
期
は
デ

ュ

ト
ア

に
よ

る

ベ
ル
リ

オ
ー
ズ

の

「
キ
リ

ス
ト

の
幼

時
」
だ

っ
た

。

オ
ケ
も
よ
か

つ
た
が
．
ス
エ
ー
デ

ン
放
送
合
唱
団
が
素
晴
ら
し
か

つ

た
．
最
後

の
ア

・
カ
ペ
ラ
の
ア
ー

メ
ン

コ
ー
ラ
ス
は
、
全
員

の
声
が

一
人

の
声

に
、
そ
れ
も
神

々
し
い

天
使

の
声
に
な
ら

て
、
た
ゆ
た

い
、

輝
き
を
残
し
て
天
に
上
が

っ
て
い

く
ょ
う
だ

っ
た
。
外
に
出
て
黙
々

と
歩

い
て
０
た
稲
森
君
が
あ
と
つ

ぶ
や

い
た
．

「加
薦
君
に
聴
か
せ
た
か

っ
た

な
」
．

六
十
四
期
　
同
期
会

Ｏ
期
　
野
澤
　
Ｉ
憲

同
期
の
加
藤
光
成
君
が
亡
く
な

っ
て
も
う
半
年
が
た
つ
。
あ
ま
り

に
も
突
然
だ

つ
た
。
昔
流
の
古
希

は
過
ぎ
た
が
．
今
風
の
平
均
寿
命

は
越
え
ら
れ
な
か
っ
た
。
や
は
り

早
い
と
言
え
る
の
で
は
な

い
か
。

彼
に
は
ま
だ
や
っ
て
ほ
し
い
事
が

一
杯
あ
っ
た
。
だ
が
、
今
振
り
返

っ
て
み
る
と
．
彼
は
実
に
多
く
の

人
の
心
に
熱
い
思
い
出
や
メ
ッ
セ

ー
ジ
を
残
し
て
い
つ
た
。

彼
と
僕
．
そ
れ
に
同
期
の
稲
森

君
の
二
人
は
、
ほ
ぼ
毎
月
、
そ
れ

も
夜
た
つ
た
十
五
分
き
ま

っ
て
顔

を
合
わ
せ
て
い
た
。
僕
達
は
こ
れ

を
、
三
人
だ
け
の
同
窓
会
と
呼
ん

で
い
た
。

二
人
は
以
前
か
ら
Ｎ
響
コ
ン
サ

ー
ト
の
定
期
会
員
だ
つ
た
が
．
日

が
違

っ
て
い
た
の
で
会
う
こ
と
は

な
か
つ
た
。
そ
れ
が
四
年
前
会
場

が
変
わ
り
．
偶
然
同
じ
日
を
選
ん

だ
こ
と
か
ら
、
お
互
い
を
発
見
し

た
。彼
は
毎
回
の
コ
ン
サ
ー
ー
の
た

め
、
ご
夫
ま
で
静
向
か
ら
出
て
き

た
。
そ
し
て
九
時
過
ぎ
終
わ
れ
ば

す
ぐ
車
で
東
京
駅
に
急
ぎ
、
最
終

一
本
前
の
新
幹
線
で
日
付
の
変
わ

ら
な
い
う
ち
に
自
宅
に
た
と
り
つ

新
年
の
初
会
合
は
．　
．
月
＋
九

日

（土
曜
日
）
い
つ
も
の
店
．
道

灌
か
か
り
で
開
催
．
出
席
者
二
十

一
名
、
司
会
の
佐
野
旭
君
の
挨
拶
．

久
方
ぶ
り
の
出
席
、
望
月
坦
君
の

乾
杯
の
音
頭
で
帯
が
上
が
つ
た
。

毎
回
出
席
の
鈴
木
明
郎
、
神
谷
武

男
．
松
下

一
男
、
竹
内
豊
、
杉
本

哲
君
等
が
欠
席
し
た
の
は
少
し
淋

し
い
が
そ
の
代
わ
り
何
年
振
り
に

顔
を
見
せ
て
く
れ
る
友
が
増
え
る

こ
と
は
．
Ｌ
話
人
と
し
て
大
変
う

れ
し
い
こ
と
で
あ
る
。
盃
を
二
杯
、

二
杯
と
重
ね
．
静
岡
の
石
原
良
昭

君
の
差
し
入
れ
で
、
黒
は
ん
べ
ん

と
ェ
葱

の
フ
ラ
イ
が
陪

に
セ

ベ

は
、
一
ア
ツ
」
と
い
う
間
に
吉
に

戻

っ
て
御
国
訛
り
で
話
が
は
ず

む
。
，
つ
も
の
様
に
近
況
報
告
．

殆
ど
の
者
が
定
年
退
職
し
、
子
育

て
も
、
そ
し
て
子
供
の
某
立
ち
も

終
わ
り
話
題
は
病
気
と
ゴ
ル
フ
．

と
夫
婦
二
人
の
静
か
な
生
活
、
派

行
に
行
く
話
が
多
い
。
遠
藤
栄
君

の
大
雪
山
縦
定
の
話
．
永
日
進

一

君
の

「
フ
ィ
ジ
ー
」
で
の
ゴ
ル
フ

疲
れ
か
ら
膝
に
水
が
た
ま

っ
て
歩

行
不
能
、
途
端
に
人
生
の
半
分
が

失
わ
れ
た
気
分
．
長
島
健
君
、
細

君
の
出
不
精
で

一
人
旅
が
多

い
。

海
外
旅
行
の
話
は
益
頭
尚
文
を
抜

し

1

ヽ
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き
に
語
れ
な
い
、
今
回
は
レ
オ
ナ

ル
ド

・
ダ
ビ
ン
チ
の
「
モ
ナ
リ
ザ
」

の
絵
の
話
、
あ
れ
は
実
母
を
■
ｔ

た
。
そ
の
故
事
来
歴
を
開
陳
し
た

が
、
一
同
感
嘆
す
る
こ
と
し
き
，
．

女
性
の
権
力
向
に
か
男
性
の
力
が

減
退
し
た
の
が
、
い
や
夫
婦
協
力

の
美
談
．
家
事
の
分
●
で
妻
が
食

事
を
作
れ
ば
．
後
片
付
け
の
皿
洸

い
は
私
の
■
事
、
皿
の
良
し
悪
し

は
手
に
も
つ
と
良
く
判
る
様
に
な

っ
た
、
と
桜
井
富
士
男
君
．　
．
番

「
シ
ョ
ッ
ク
」
だ

っ
た
の
は
望
月

肛
君
の
金
融
封
製
の
話
．
二
月
人

口
金
曜
日
の
夕
方
、
小
泉
総
理
が

経
済
破
続
を
防
ぐ
た
め
に
二
月
十

二
日
よ
り
当
分
の
問
．
預
金
の
引

き
出
し
を
中
止
す
る
と
０
う
。
嘘

の
様
な
本
当
に
起
こ
る
か
も
知
れ

な
い
話
。
皆
戦
後
の
超
イ
ン
フ
レ

の
中
で
新
円
切
換
に
出
会
い
苦
し

か

っ
た
事
を
思
い
出
し
た
。
幸
い

二
月
危
機
も
起
こ
ら
ず
今
日
を
迎

え
ら
れ
た
こ
と
は
同
慶
の
至
り
で

あ
る
。
人
木
綱
三
君
の
髪
の
手
入

れ
の
話
、
あ
ご
髭
、
ほ
ほ
髭
、
本

人
は
力
木
大
将
の
様
に
は
や
し
た

い
と
の
事
。
柳
田
尭
■
．
鋭
倉
に

又
新
居
を
建
築
中
。
お
目
出
度
う
。

村
上
喜
代
二
月
、
会
社
を
ご
子
息

に
譲
つ
て
静
同
の
実
家
を
改
築
し

余
生
を
故
郷
で
過
ご
す
予
定
。
七

十
オ
を
す
ぎ
た
ら
ゴ
ル
フ
を
始
め

る
と
宣
言
し
た
中
野
実
君
、
練
習

春
の
ゴ
ル
フ
会

六
四
凱
　
′
野
　
旭

喜
代
二
君
．
稲
森
照
男
君
、
と
常

に
安
定
し
た
ゴ
ル
フ
の
面
々
が
獲

得
。ベ
ス
タ
ロ
賞
は
．
手
堅
い
ゴ
ル

フ
で
定
評
の
伊
藤
剛
君
が
”
で
廻

り
久
々
の
受
を見

「今
回
は
ハ
ン
デ
を
利
し
、
い

つ
も
よ
り
上
位
を
―
！
」
と
、
中

鰐
ま
で
好
調
の
塩
津
博
義
君
、
途

中
で
ク
リ
ー
ク
．
バ
ン
カ
ー
に
捕

ま
り
、
１
ホ
ー
ル
で
も
も
叩
い
て

か
ら

「
ガ
ツ
ク
リ
ー
ヽ

い
つ
も

の
ゴ
ル
フ
に
戻
つ
て
、
二
回
連
続

の
プ
ー
ビ
ー
貨
。
「
狙
っ
て
獲
れ

る
賞
で
は
な
い
か
ら
‥
」
と
、
奥

様
孝
行
賞
に
今
回
も
ニ
ッ
コ
リ
．

プ
ー
ビ
ー
賞
獲
得
者
か
ら
、
い

つ
も
感
謝
の
弁
を
受
け
る
●
松
敏

雄
君
に
は
「次
回
は
ア
ク
ル
ン
ダ
」

賞
が
贈
ら
れ
た
。
中
野
君
と
の
決

戦
が
待
ち
せ
し
い
様
で
す
。

石
原
良
昭
君
、
「先
般
静
同
ｔ

住
の
同
期
生
数
名
で
行

っ
た
、
ハ

ワ
イ
で
の
ゴ
ル
フ
は
絶
好
調
、
今

回
こ
そ
は
…
―
」
と
密
か
に
上
位

を
狙
ち

て
い
た
が
、
力
が
入
り
過

ぎ
た
か
、
い
つ
も
を
下
廻
る
ス
コ

ア
に
残
苓
ｔ

２０
位
に
留
ま
る
。

と

の
声
も
あ
る
一
し
た
と

こ
ろ
、

■
位
常
連
組
の
．
渡
辺
進
式
君
、

風
間
政
彦
君
、
稲
森
照
男
君
た
ち

が
ド
位
に
沈
み
．
代

っ
て
上
位
を

占
め
た
の
が
、
何
れ
も
過
去
四
年

間
の
平
均
ス
コ
ア
を
２
桁
も
縮
め

た
、
精
進
の
跡
著
し
い
小
沢
義
郎

君
、
神
谷
武
男
君
、
山
本
和
彦
君
、

岩
本
吉
雄
君
の
四
名
で
し
た
。

７０
オ
を
過
ぎ
て
か
ら
、
実
力

の
上
が
っ
た
？
人
、
下
が
っ
た
？

人
、
好
調
？
不
調
？
何
れ
に
し
ろ
、

プ
レ
ー
の
都
度
．
ス
コ
ア
が
変
動

す
る
の
は
当
り
前
、
せ
め
て
、
花

を
愛
で
、
小
鳥
の
さ
え
す
り
に
心

を
て
し
、
清
風
の
中
で
楽
し
い
ブ

レ
ー
を
続
け
た
，
と
思
い
ま
す
。

参
加
者
は
前
出
の
Ｂ
名
の
他
．
■

上
公
司
、
漆
畑
た
、
鈴
木
高
保
、

時
日
勝
＝
、
永
口
進

ｉ

野
沢
正

憲
．
渡
廻
宏

一
、
大
石
次
男

（兄
）、

佐
野
旭
．

場
で
静
上
し
た
ボ
ー
ル
を
打
つ
の

は
簡
単
と
ク
ラ
ブ
を
振

っ
た
け
ど

空
振
り
の
み
。
こ
れ
に
は
一
同
爆

実
．
焼
津
の
松
風
閣
で
観
た
仲
秋

の
名
月
の
光
が
ベ
タ
凪
の
海
に
映

え
て
と
で
も
素
蔵
だ

っ
た
と
ｔ
藤

弘
幸
君
．
久
方
振
り
に
出
席
の
酒

井
久
君
、
狩
野
達
彦
君
の
話
も
印

象
に
残
る
。
　

午
後
五
時
よ
り
始

ま

っ
た
宴
も
店
の
看
板
時
を
過
ぎ

て
も
話
題
は
尽
き
な
い
が
、
岩
本

吉
雄
世
話
人
の
開
会
の
挨
拶
で
七

月
ｔ
口
の
百
会
を
約
し
て
幕
を
降

ろ
し
た
。
岳
南
値
児
を
斉
唱
し
た

こ
と
は
勿
論
で
あ
る
。
そ
の
他
の

出
・Ｆ
者
　
長
谷
川
一Ｌ
和
．
山
本
和

彦
．
渡
辺
宏

一
、
松
島
玲
子
、
架

田
行
雄

今
回
は

＾
証
に
も
優
賞
の
チ
ャ

ン
ス
を
―
―
〉
と
．
幹
事
の
独
断

と
偏
現
で
ハ
ン
デ
を
改
正

（改
悪

こ
こ
数
年
の
記
録
と
、
小
生
の

記
憶
を
も
と
に
、
会
員
を
勝
手
に

色
分
け
す
る
と
…
…
。

０
実
力
派
（
ト
ン
を
感
じ
さ
せ
ず
、

相
不
変
ウ
マ
イ
）

伊
藤
剛
、
風
間
政
彦
、
姪
川
博

之
、
渡
辺
進
式

◎
上
位
安
定
派

（者
千
ス
コ
ア
は

落
ち
て
来
た
が
．
や
っ
ぱ
リ
ウ
マ

ｌ
キ
、
Ｈ
■

・
４

・
郎
　

（木
）

ト
ヨ
ロ
．
本
田
急
画
富
士
ＧＣ

ヒ
ト
．
東
京

・
誰
同
か
ら
″
名

テ
ン
キ
．
晴

、前
日
は
大
雨
強
風
）

こ
の
と
こ
ろ

「
前
日
雨
．
当
日

暗
」
の
コ
ン
，
イ
シ
ョ
ン
続
き
で
、

■
亨
の
長
移
も

「
昨
日
の
雨
で
地

面
が
湿

っ
て
い
る
か
ら
．
キ
ャ
リ

ー
で
し
っ
か
り
稼
ぐ
社
に

‥
力

一

杯
打

つ
て
下
墓
ｔ
．

‥
」
、

こ
前

回
に
続
く
工
責
任
な
発
言
．

‘
賞
は
．
小
沢
表
郎
■
．
「医

者
か
ら
、
少
Ｌ
ノ
ン
ピ
「
し
ろ
‥
」

Ｌ
言
わ
れ

「
エ
ッ
タ
リ
し
た
気
持

で
ラ
ウ
ン
ド
出
来
た
・
〓
び
，́
ス

「オ

ハ
ン
デ
に
恵
ま
れ
」
て
ギ
■

ツ
ト
７１
、
加
え
て
エ
ア
ビ
ン
賞
２

ケ
獲
得
は
ｉ
事
．
一
こ
の
コ
ー
ス

ニ
度
日
の
優
貨
）

神
谷
武
男
言

「
シ
マ
ッ
タ
ー
ー

と
思
っ
た
第
二

打
が
立
木
に
当
た

っ
て
フ
ェ
ア
ウ
エ
イ
，

■

こ

れ
に
気
を
■
く
し
て
前
半
は
久
々

の
“
．
後
■

「
バ
ン
カ
ー
で
大
タ

ク
キ
」
も
あ

っ
た
が
Ｆ
ネ
ッ
１
７４

で
準
，
貰
の
う
え
．
ニ
ア
ピ
ン
賞

も
獲
得
．

そ
の
他
の
ニ
ア
ピ
ン
賞
は
、
山

本
和
彦
■
．
小
川
哲
司
君
．
■
上

ヽ_

て

■ヽ
●
■

|
蟻

，
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イ
）稲
森
照
男
．
村
上
喜
代
二
、
渡

辺
宏

〓

清
水
照
彦

（兄
）

◎
懐
旧
派

（故
障
、
病
後
の
せ
，

も
あ

っ
て
、
工
日
の
ゴ
ル
フ
に
戻
ら

な
い
の
が
ク
ヤ
シ
イ
）

石
原
良
昭
．
井
上
公
司
、
漆
畑

茂
、
塩
津
博
義
、
永
川
進

〓

野

沢
正
憲
．
山
本
和
彦
、
大
石
次
男

（兄
）

◎
爆
発
派

（時
折
ト
ン
デ
■
ナ
イ

爆
発
を
す
る
が
．
ワ
ー
リ
ガ
ン
で

は
な
い
、
（　
）
内
は
ベ
ス
ト
、

ワ
ー
ス
ト
差
）

時
田
勝
博

（
２７
）
、
小
沢
義
郎

（
２１
ヽ

神
谷
武
男

（
１７
）

◎
淡
淡
派

（良
く
て
も
わ
る
く
て

も
‥

一
生
懸
命
や
っ
て
ま
す
）。

岩
本
吉
雄
、
小
川
哲
司
、
鈴
木

高
保
．
村
松
敏
雄

◎
飲
ん
で
、
食
べ
て
、
楽
し
け
り

ゃ
満
々
歳
派

漆
畑
輝
夫

◎
ト
シ
を
と
っ
て
ス
コ
ア
が
縮
ん

だ
変
則
派

佐
野
旭

（
こ
の
４
年
間
の
平
均

％
、
そ
れ
以
前
の
９
年
間
螂
）

何
人
か
は
複
数
の
派
に
跨
が
っ

て
い
ま
す
が
、
や
は
り
、
懐
旧
、

淡
淡
が
主
流
と
言
え
ま
し
よ
う
。

（無
理
に
色
分
け
し
ま
し
た
が
、

責
任
は
も
て
ま
せ
ん
、
秘
書
が
や

テ
ニ
ス
部
関
東
ＯＢ
会

″
期
　
児
島
英
男

テ
ニ
ス
部
関
東

∝
有
志
の
集
ｔ

が
、
平
成
十
三
年
十

二
月
八
日

（土
）
　

好
天
に
恵
ま
れ
た
、
テ

ニ
ス
ロ
和
の
中
、
明
治
神
宮
外
苑

テ
ニ
ス
ク
ラ
ブ
で
開
催
さ
れ
た
。

，
つ
も
お
元
気
で
若
々
し
い
、

プ
レ
ー
を
さ
れ
る
清
水
　
江
氏

（
”
期
）
巧
み
な
、
ロ
ビ
ン
グ
で

プ
レ
ー
さ
れ
る
諸
日
　
実
氏

（
ｍ

期
）
静
岡
よ
り
、
永
い
問
テ
ニ
ス

部
の
部
長
と
し
て
、
ご
活
躍
．
ご

指
導
い
た
だ
い
た
、
鈴
木
　
跛
朗

先
生

（生
物
）
及
び
大
石
　
久
氏

（
７２
期
）
ご
夫
妻
も
参
加
さ
れ
た
。

鈴
木
先
生
は
お
元
気
で
、
若
々

し
い
ブ
レ
ー
を
さ
れ
て
い
た
。
又
、

計
良
知
子
さ
ん

（
８２
期
）
大
石
徳

子
さ
ん

（大
石
夫
人
）
の
女
子
プ

レ
ー
ヤ
ー
も
、
参
加
さ
れ
、
ブ
レ

ー
に
化
を
咲
か
せ
、
楽
し
い
、　
一

日
を
過
ご
し
た
。

夜
は
．
神
富
外
苑
前
の
メ
ト
ロ

会
館
で
．
懇
親
会
を
開
催
、
清
水
、

江
氏
の
乾
杯
の
音
頭
で
宴
会
に
入

っ
た
。

戦
後
、
物
質
不
足
の
時
代
、
住

「
ふ

る

さ

と

つ

れ

づ

れ

」

「
”
　
熊

“
紅
史

つ
た
こ
と

に
し
ま
す
ぜ

毬
蔭
誘
ぶ
椰
一い
蘭
薔
曖
いい
線
熔
”
熙
熟̈
園

友
校
舎
で
、
テ
ニ
ス
部
を
立
ち
Ｌ

げ
た
．
功
労
者
．
柴
回
克
朗
氏

（
“
期
）
の
学
生
時
代
の
苦
労
話

等
、
夜
の
更
け
る
の
も
忘
れ
楽
し

い
、　
一
夕
を
過
ご
し
、
又
の
再
会

を
誓

っ
て
散
会
し
た
。
こ
の
会
の

開
催
に
当
り
、
毎
回
、
毎
回
、
お

話
い
た
●
い
て
居
り
ま
す
、
山
中

は
司
氏

（
“
期
）
に
心
よ
り
、
感

回

想

・
随

感

な

ど

謝
し
て
居
り
ま
す
。

（当
日
の
参
加
者
）

鈴
木
舷
朗

先^
生
）

清
水
　
江

（
”
期
）

諸
口
　
実

（６１
期
）

柴
日
克
朗

（“
期
）

児
島
英
男

（“
期
）

岡
村
英
二
郎

（６７
期
）

立
花
え

一

（６８
期
）

増
井
良
敏

（６８
期
）

川
端
工
良

（７０
期
）

大
石
　
久

（７２
期
）

清
水
雅
彦

（７２
期
）

山
中
博
司

（７３
期
）

大
河
内
　
人

（“
期
）

計
良
知
子

（８２
朗
）

成
岡
和
美

（“
期
）

大
石
徳
子

今
年
も
又
桜
の
手
節
が
お
と

ず
れ
る
。
私
の
父
の
命
日
が
二
月

二
十

一
日
。
ふ
る
さ
と
全
谷
の
地

を
訪
な
る
。
当
日
朝
自
宅
を
出
て
、

用
賀
か
ら
東
名
高
速
に
乗
る
。
吉

田
イ
ン
タ
ー
か
ら

一
般
道
に
出

て
、
湯
日
か
ら
金
谷
に
至
る
．
東

海
道
隷
金
谷
駅
の
近
く
に
吉
提
寺

(8ヽ

の
長
光
寺
が
あ
る
。
そ
こ
に
私
の

父
母
が
訳
る
。
年
二
回
、
父
と
母

の
命
日
に
訪
れ
る
。

私
の
誕
生
日
に
も
訪
れ
た
い
と

数
年
前
か
ら
思
っ
て
い
る
が
、
な

か
な
か
出
来
な
い
．

墓
ま
い
り
の
帰
り
は
．
い
つ
も

（ｋ
借
川
の
上
流
．
極
ケ
島
温
泉
の

数
キ
ロ
手
前
に
あ
る
コ
ン
ヤ
温
泉

を
訪
ね
る
こ
と
に
し
て
い
る
．

民
宿
で
あ
る
が
．
そ
こ
の
お
や
じ

さ
ん
．
奥
様
達
が
素
朴
で
．
い
つ

も
明
る
く
出
迎
え
接
待
し
て
く
れ

る
。
ゆ
っ
た
り
と
気
持
ち
の
落
ち

着
く
宿
で
あ
る
。
Ｌ
に
露
天
風
呂

が
こ
ぢ
ん
ま
り
と
し
て
い
る
が
非

常
に
気
持
ち
が
い
い
。
肌
に
非
常

に
良
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
た

し
か
大
野
木
荘
と
い
う
民
宿
で
あ

る
。
安
倍
川
沿
い
に
車
を
た
ら
せ
る
。

そ
の
目
の
前
に
展
開
さ
れ
る
風
景

は
，
つ
見
て
も
誠

に
心
地
が
良

い
。
山
並
が
次
か
ら
次

へ
と
変
化

し
そ
の
姿
を
変
え
て
く
れ
る
。
特

に
春
先
は
山
桜
が
あ
ち
こ
ち
咲

き
．
目
を
楽
し
ま
せ
て
く
れ
る
。

又
宿
の
近
く
の
安
倍
川
沿
い
の
公

園
は
．
桜
の
花
が
満
開
に
近
く
、

す
で
に
東
京
は
散
っ
て
し
ま

っ
て

い
た
の
で
．
楽
し
く
花
見
す
る
事

が
出
来
た
。

て

、ヽ_
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丁
度
＋
Ｈ
ほ
ど
前
に
富
士
郡
の

芝
川
■
の
雀
Ａ
遣
跡
か
ら
約

一
方

一
千
年
前
の
霜
支
草
創
川
の
葉
落

跡
が
見
つ
か
っ
た
と
新
開
発
表
か

あ
り
訪
ね
る
事
を
楽
し
み
に
し
て

い
た
。
東
京

へ
の
帰
り
．
浅
間
大

社
経
由
で
．
芝
川
町
に
人
る
。
現

地
ま
で
の
道
筋
が
分
ら
な
か
っ
た

の
で
、
芝
川
町
役
場
に
立
寄
っ
て

教
育
委
員
会
で
場
所
を
細
か
に
お

開
き
し
て
現
地
に
行
く
．

追
跡
は
福
石
神
社
の
真
横
で
あ

っ

た
。
数
台
の
車
が
駐
車
し
て
い
た
。

地
元
の
人
と
調
査
さ
れ
て
い
る
人

が
数
名
作
業
し
て
い
た
．
興
味
深

く
遺
跡
を
目
の
あ
た
り
に
す
る
こ

と
が
出
来
た
。
「
一
万
年
も
前
に
、

こ
こ
に
人
間
が
住
ん
で

い
た
と

は
Ｆ
‥
」
又
調
査
発
表
に
よ
る
と
．

五
十
年
近
く
人
が
生
活
し
て
い
た

痕
跡
が
あ
る
と

の
こ
と
で
あ
る
。

現
地
を
あ
と
に
し
て
又
卓
を
た
ら

せ
る
。
先
ほ
ど
の
道
を
戻
る
。
め

ず
ら
し
い
黒
色
の
山
円
が
日
に
人

る
。
そ
の
そ
ば
に

一
本
の
桜
．
満

開
で
風
に
ふ
か
れ
て
．
■
び
ら
が

ち
ら
ち
』
と
ア

い
お
ち
て
い
る
。

黒

の
山
円
と
ピ
ン
ク
の
花
び
ら

と
、
明
暗
を
は
っ
き
０
と
浮
か
び

あ
が
ら
せ
る
。
車
か
ら
お
り
て
、

山
門
に
立
つ
。
信
長
の
首
塚
が
あ

る
と
説
明
さ
れ
て
い
る
。
「
へ
ぇ
、

こ
ん
な
所
に
信
長

の
音
塚
と
は

…
」
興
味
が
益
々
に
椰
い
て
来
る
。

数
十
段

の
階

段
が
日
に
入
る
。

「
な
ん
だ
、
す
ぐ
そ
こ
か
…
」
と

思
い
階
我
を
登
る
。
と
ん
で
も
な

い
．
階
■
を
登
り
切

っ
た
所
は
平

地
で
．
又
次
の
階
輩
そ
し
て
，
次

の
階
段
と
な
ん
と
数
百
メ
ー
ト
ル

も
登
る
。
後
で
聞
い
た
話
し
で
は
、

音
は
奥
の
院
ま
で
山
門
か
ら
ニ
キ

ロ
メ
ー
ト
ル
も
あ

っ
た
と
か
。
よ

う
や
く
信
長

の
首
塚
に
到
着
す

る
。
又
そ
こ
の
説
明
書
を
読
ん
で

び

っ
く
り
。

一
二
人
二
年
六
月

一

日
夜
．
す
な
わ
ち
六
月
二
日
未
明
、

本
能
寺
の
変
．

寂
光
十
の
日
海
僧
侶
が
．
原
志

摩
守
宗
安
に
命
し
て
、
本
能
寺
か

ら
．
信
長
の
青
と
、
宗
安
の
父
胤

重
と
．
兄
孫
人
郎
清
安
の
首
を
持

ち
帰
り
、
こ
の
西
山
本
妙
寺

（本

円
寺
か
？
）
に
埋
葬
し
、
そ
の
目

印
に

「柊
」
の
木
を
植
え
た
と
説

明
し
て
あ
る
．
又
柊
の
年
輪
が
五

百
年
と
し
て
あ
る
。
大
変
大
き
な

木
で
幹
も
大
く
，
輪
五
百
年
．
さ

も
あ
り
な
ん
と
思
う

ほ
ど
で
あ

る
。
そ
の
柊
の
本
の
相
を
見
て
．

な
ん
と
も
言
え
な
い
一
工
を
感
じ
、

信
長
の
首
塚
も
真
実
味
を
感
じ
さ

せ
ら
れ
る
。

物
の
本
に
よ
る
と
六
月

一
日
の

夜
、
寂
光
寺
の
本
因
坊
日
海
と
本

能
寺
の
僧
．
利
玄
坊
と
囲
碁
の
対

局
が
あ
り
．
信
長
の
上
覧
を
得
た
。

そ
の
囲
碁
の
対
局
が
め
ず
ら
し
い

「
三
却
」
と
な
り
勝
負
ら
か
ず
で
．

打
ち
ど
め
子

の
刻
に
解
散
し
た
。

そ
ん
な
縁
で
本
国
坊
日
海
僧
侶
が

指
示
を
出
し
た
と
い
う
こ
と
で
あ

る
。
あ
る
さ
と
を
訪
な
る
楽
し
み

が
、
又

一
つ
増
え
た
こ
と

に
な

′″。ｔ
四
期
会
の
メ
モ
リ
ア
ル
の
日

が
近
づ
く
。
毎
年
七
月
四
日
は
．

東
京
と
地
元
の
七
四
期
生
が

一
同

に
会
し
、
員
は
ゴ
ル
フ
．
夜
は
夫

婦
参
加
の
懇
親
会
を
開
く
こ
と
に

し
て
い
る
。
そ
の
日
が
今
年
も

一

日
ご
と
に
近
づ
く
。
日
舎
を
離
れ
、

東
京
に
住
ん
で
四
十
数
年
、
同
期

生
と
会
う
こ
と
も
又
人
生
の

一
つ

の
楽
し
み
で
あ
る
。

な
か
っ
た
位
の
時
間
を
文
章
を
読

む
こ
と
に
賀
や
し
た
と
こ
ろ
、
読

み
書
き
が
ず
い
ぶ
ん
と
お
粗
末
で

あ

つ
た
こ
と
に
改
め
て
気
付
き
ま

し
た
。
若
い
時
＾
よ
り
、
会
社
勤
め
を

経
て
ず

つ
と
い
い
か
げ
ん
に
過
ご

し
て
き
た
答
で
し
ょ
う
か
、
肝
腎

の
母
国
語
さ
え
寂
し
い
状
態

で

す
．
昔
か
ら
日
で
読
み
慣
れ
て
い

た
言
葉
、
思
い
こ
ん
で
い
た
だ
け

に
、
半
世
紀
も
た
っ
て
誤
り
に
気

付
く
こ
と
も
あ
る
。
偏
誂
狂
の
よ

う

に
辞
書
を
ひ
き
．
電
子
辞
書

（
こ
れ
は
当
初
感
激
し
た
程
の
勝

れ
物
）
を
開
き
．
カ
タ
カ
ナ
等
の

外
来
語
も
含
め
て
確
認
す
る
よ
う

に
し
て
い
ま
す
。　
一
度
だ
け
で
は

回
く
な

っ
た
頭
に
は
と
て
も
無
理

な
の
で
、
メ
モ
を
と
り
ま
す
が
．

そ
れ
が
み
る
み
る

●
Ｔ
に
な
っ
て

し
ま
う
。
多
少
不
安
な
も
の
は
確

認
し
な
い
と
気
分
が
思
い
、
今
更

な
が
ら
自
分
の
不
勉
強
を
寂
し
く

思
う
日
々
で
す
。

事
』
し
き
こ
と
が
で
き
ず
に
心
吉

し
，
限
り
で
す
。
今
回
折
角
、
原

市
の
瓢
筆
を
さ
せ
て
い
た
だ
く
機

会
を
い
た
だ
さ
ま
し
た
の
で
、
関

東
地
区
の
同
級
生
へ
の
呼
び
か
け

を
兼
ね
て
近
況
を
報
告
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。

早
い
も
の
で
．
静
高
を
卒
業

し
て
”
年
以
上
が
経
過
し
て
し

ま
い
ま
し
た
。
今
年
２
月
に
勤
続

―
五
年
の
特
別
休
暇

（
フ
ァ
ミ
リ

ー
ボ
ー
ナ
ス
と
呼
び
ま
す
）
を
利

用
し
て
七
十
歳
を
過
ぎ
た
両
親
を

連
れ
て
ハ
ワ
イ

・
マ
ウ
イ
島
に
四

泊
六
日
の
親
孝
行
旅
行
を
し
て
き

ま
し
た
。
■
の
仕
事
の
都
合
で
な

か
な
か
日
程
が
決
ま
ら
な
い
う
ち

に
、
９

・
１１
テ
ロ
が
起
き

て
し

ま
い
、　
一
度
は
．
れ
外
旅
行
を
見

合
わ
せ
て
、
沖
縄
辺
り
の
国
内
旅

行
も
検
討
し
ま
し
た
。
父
は
．
は

じ
め
て
の
海
外
旅
行
に
先
立
ち
、

早
々
に
バ
ス
ポ
ー
ト
を
取
■
し
て

私
の
決
断
を
今
や
通
し
．
と
待

っ

て
い
た
の
で
、
海
外
旅
行
を
決
断

し
ま
し
た
。

候
補
は
日
本
が
冬
で
し
た
の

で
、
気
候
が
温
暖
な
と
こ
ろ
か
ら
、

香
港
、
ム
，
■

ス
ベ
イ
ン
、
グ
ア

ム
．
ア
メ
リ
カ
西
海
岸
．　
ハ
ワ
イ

の
中
か
ら
泄
び
ま
し
た
。

ハ
ワ
イ

の
そ

の
時
期
は
雨
則
で
し
た
が
．

手
遅
れ
，
ヽ
「

鈴
木
　
浩

今
更
、
遅
い
と
は
思
い
ま
す
が
、

私
は
、
今
少
し
努
力
を
し
て
い
ま

す
。
や
さ
し
い
国
語
体
ば
か
り
の
国
語

教
育
は
．
日
本
を
武
ぼ
す
、
そ
ん

な
話
し
が
あ
り
ま
す
が
、
私
の
場

〈
Ｒ

恥
ず
か
し
な
が
ら
．
か
つ
て

静
高
関
東
同
窓
会
”
期
の
幹
事

を
お
引
き
受
け
し
て
、
今
年
で
お

よ
そ
三
年
経
ち
ま
す
が
・未
だ
に
幹

同
期
の
異
業
種
交
流
会
を

情
川
　
市
本
　
智
人
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ザ
ト
ウ
ク
ジ
ラ
が
繁
殖
の
為
に
南

極
か
ら
訪
れ
る
こ
と
が
決
め
手
と

な
り
ま
し
た
。

マ
ウ
イ
島
で
は
ホ
エ
ー
ル
ウ
オ

ツ
チ
ン
グ
ツ
ア
ー
．
港
水
艦
ツ
ア

ー
．
サ
ン
セ
ツ
ト
デ
イ
ナ
ー
ク
ル

ー
ズ
な
ど
海
を
満
喫
す
る
事
が
で

き
ま
し
た
。
両
親
も
日
本
で
は
味

わ
え
な
い
、
優
雅
で
落
着
い
た
雰

囲
気
が
す

つ
か
り
気
に
入

っ
て
し

ま
っ
た
よ
う
で
し
た
。
次
の
フ
ア

ミ
リ
ー
ボ
ー
ナ
ス
は
二
年
後
に
二

週
間
の
体
み
を
も
ら
え
ま
す
。
そ

れ
ま
で
．
両
親
に
は
ま
だ
元
気
で

い
て
欲
し
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。

さ
て
、
”
期
の
皆
さ
ん
、
た
ま

に
は
異
業
種
の
同
級
生
と
の
語
ら

い
の
場
を
設
け
ま
せ
ん
か
？

私
の
知
っ
て
い
る
同
級
生
の
近

況
は
以
下
の
通
り
で
す
。
四
月
か

ら
，
羽
孝
文
君
が
住
友
生
命
浜
松

支
社
に
〓
勤
に
な
り
ま
し
た
。

山
本
浩
義
君
は
日
産
自
動
車
厚

木
テ
ク
ニ
カ
ル
セ
ン
タ
ー
勤
務
藤

日
貴
史
君
は
私
と
同
じ
リ
コ
ー
で

部
品
の
開
発
を
し
て
い
ま
す
。
私

は
リ
コ
ー
で
新
製
品
開
発
の
プ
ロ

ダ
ク
ト
マ
ネ
ー
ジ
ヤ
ー
を
し
て
い

ま
す
。
皆
さ
ん
お
に
し
い
と
は
思

い
ま
す
が
、
ま
ず
は
こ
ち
ら
ま
で

メ
ー
ル
を
下
さ
い
。

さ
ヨ
ｏ
∽０
，
Ｆ
ｏ
■
常
〓

静
岡
の
万
葉
を
歩
く
三

十
四
）

■
川
　
原
崎
郁
平

磐
口
市
今
之
流
　
磐
田
市
立
今

之
浦
公
園
に
万
茉
歌
碑
が
立

っ
て

い
る
。

〇
九
月

（な
が
つ
き
）
の

そ
の
初
雁
の
使
り
に
も

合
う

（お
も
う
）
心
は

闘
え
来
ぬ
か
も

逹
江
守
桜
丼
王
（巻
人

三

六

一
四
）

０
大
之
浦
のそ
の
長
浜
に
寄
す
る
浪

寛

（ゆ
た
）
け
く
君
を
合
う
こ
の
頃

聖
式
天
皇

巻^
八

二

六

一
五
）

昭
和
二
十
八
年
六
月

一
日
　
磐

田
市
教
育
委
員
会
建
立
　
揮
一宅
者

風
祭
山
主
売
三

（副
王
寺
住
職
）

寸
法
は
高
さ
二
百
二
十
三
セ
ン

チ
．
幅
二
百
五
十
セ
ン
チ
．
厚
さ

百
十
セ
ン
チ
の
自
然
石
に
．
縦
七

十
五
セ
ン
チ
、
横
百
セ
ン
チ
の
黒

徊
影
石
が
は
め
込
ま
れ
て
い
る
。

歌
の
大
意
は
、

Ｏ

「
九
月
に
な
る
と
飛
ん
で
く
る

雁
よ
、
ど
う
か
私
の
気
持
ち
を
宮

廷
に
い
る
聖
武
天
皇
さ
ま
に
伝
え

て
く
だ
さ
い
。」
（遠
州
桜
丼
王
）

○

「大
の
お
の
長
い
浜
を
見
て
い

か
れ
る
時
に
、
見
付
の
住
民
は
蒸

気
機
関
車
の
公
害
を
恐
れ
て
反
対

し
た
の
で
、
や
む
を
得
ず
中
泉
の

南
側
に
致
設
さ
れ
た
．
こ
の
こ
と

が
２
つ
の
地
域
の
発
展
の
差
を
生

じ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
鉄
道
沿
親

の
方
が
町
の
発
展
に
と

っ
て
は
選

か
に
有
利
で
あ

っ
た
。
市
内
中
央

町
の
若
周
教
育

●^
館
裏
に
同
文
の

歌
碑
が
あ
る
が
今
之
裏
の
歌
碑
よ

り
小
さ
く
文
字
も
不
鮮
明
で
読
み

に
く
い
．

磐
田
市
に
は
遠
江
日
分
寺
跡
が

あ
る
。
ＪＲ
磐
田
駅
か
ら
北
へ
真

っ

直
ぐ
に
約
”
分
歩
く
と
同
分
寺
跡

に
行
く
こ
と
が
で
き
る
。
約
獅

ｍ

四
方
の
敷
地
内
に
ｔ
重
塔
、
金
堂

の
礎
石
と
上
星
が
あ
る
。
南
大
円
．

中
円
、
金
堂
．
講
堂
．
回
廊
跡
な

ど
が
発
掘
調
査
で
確
認
さ
れ
て
い

る
。
逮
江
国
分
寺
は
．
全
国
的
に

も
最
も
よ
く
遺
市
の
整

っ
た
も
の

で
あ
る
。
国
分
寺
と
道
路
を
隔
て

た
と
こ
ろ
に
府
八
幡
官
が
あ
る
．

私
事
で
あ
る
が
．
磐
日
の
上
地

に
は
悲
し
い
思
い
出
が
あ
る
。
兄

弟
姉
殊

の
中
で
最
も
年
齢
が
近

く
、
か
つ
親
身
に
な

っ
て
世
話
を

し
て
く
れ
た
姉
が
こ
の
土
地
に
嫁

ぎ
“
オ
の
若
さ
で
病
死
し
た
。
悲

し
い
野
辺
送
り
を
し
た
こ
と
が
何

十
年
経
っ
て
も
忘
れ
ら
れ
な
い
。

新
市
名
は

「
静
岡
市
」

静
岡
市
と
清
水
市
合
併

来
年
の
四
月
か
ら

る
と
．
寄
せ
て
は
引
い
て
，
く
波

の
よ
う
に
今
か
今
か
と
王

桜^
丼

王
）
の
帰
り
を
待
つ
こ
の
頃
で
す

よ
」
（聖
武
天
皇
）

歌
碑
が
立

っ
て
い
る
と
こ
ろ

は
、
ｍ
東
海
道
線
磐
田
駅
か
ら
北

東
へ
約
２
』
強
。
加
茂
川
と
中
川

が
囲
む
よ
う
に
し
て
流
れ
て
い
る

今
之
浦
公
国
の
北
端
に
位
置
し
て

い
る
。
磐
田
市
は
奈
良
時
代
に
適
江
国

分
寺
と
逮
江
国
府
が
お
か
れ
．
政

治
や
文
化

の
中
心
と
し
て
栄
え

た
。
磐
田
市
は
中
泉
地
区
と
見
付

地
区
と
に
別
れ
て
お
り
．
お
互
い

に
そ
の
勢
力
を
二
分
し
て
い
た
。

中
泉
地
区
に
は
府
人
幡
宮
、
見
付

地
区
に
は
見
付
天
神
が
あ
り
、
祭

礼
も
中
泉
は
十
月
、
見
●
は
九
月

に
行
わ
れ
て
い
た
。
明
治
の
頃
、

こ
の
付
近
に
東
海
道
の
鉄
道
が
敷

静
岡
、
清
水
両
市
の
合
併
協

議
会
は
二
月
二
十
日
．
両
市
は

投
票

の
結
果
．
合
併
す

べ
き
だ

と
の
結
論
を
出
し
た
。
合
併
は

こ
れ
で
事
実
上
決
ま
り
、
両
市

の
議
会
の
議
決
を
受
け
、
二
〇

〇
三
年
四
月

一
日
に
新
市
が
誕

生
す
る
。
新
し
い
市
名
は
静
岡

市
。
投
票
で
は
両
市
か
ら
十
人

人
づ

つ
、
県
職
員

二
人
を
含
む

二
人
人
が
　
静
岡
、
駿
河
、
日

本
平

の
候
補
か
ら

一
つ
を
無
記

名
で
投
票
。
静
同
２０
、
該
河
１８
、

日
本
平
０
だ

っ
た
。
両
市
の
人

口
は
計
七
十

一
万
人
．
政
府
は

両
市

の
合
併
を
念
頭
に
．
政
令

指
定
都
市

の
要
件
を

「
七
十
万

人
程
度
」

に
絵
和
し
て
お
り
、

「
初
の
七
十
万
政
令
市
」
の
誕
生

に
も
道
筋
が
つ
い
た
形
と
な
る
。

来
年
四
月
に
政
令
市
に
な
る
予

定
の
さ
い
た
ま
市
に
続
き
、
全

国
＋
四
番
目
と
な
る
見
込
み
。

又
、
合
併

で
生
ま
れ
る
新
静
同

市
の
上
地
面
積
は
福
島
県
い
わ

き
市
を
抜

い
て
．
日
本

一
広

い

市
と
な
り
ま
す
。
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清水港の今は

‖‖|||‖

フェルケール博物館
財団法人 清水港湾 1寺物館

清水訳の近くで育った小生には.,背水港も思い出深い所である。大きな船が出入りし、行き交う車

や.そ こに集まる人々.岸壁で魚釣りをした日 .々,青水港越しに見える快晴の日の壮大な富士山。今
はどうなっているだろうか。 ,背水港のすぐ近くに消水港湾1専物館がある。今は、フェルケール,物館
の愛称で呼ばれている。ここの豊口館長さんからお話を聞きました。まずは.名前の意味から。
フェルケールはドイツ語で「交通」「交際」を意味する言葉で.人 と,庁の交流のステージともいぇる

港にスボットを当て、清水港を中心に.港の生い立ちから,在 までを展望出来る、総合||な  港の日
物館 です。 ,青水港の貴重な歴史資料や海+資料を保‐ 展示 し、広く期しまれてきた「清水港湾資
++館 」を,体 に.01年 5月 にオープンした。

II‖ ||

展示 され.歴史の証人とも言える資料を間近に見ながら、常水港の生い立ちから現在までの変遷、 さ
らに人と,tの 関わり合いの歴史を学ぶ事が出来ます.館長の案内で見て廻る。i着みに使われる当時
の道具類 .和船の模型.4業 員の着ていた法被 .漁具 .漁協合の修理に使 う道具類。 さらに輸出品の訂
同・
‐
やミカンなどのラベル.当時.実際には.えたか.見ていないかは不明だが、古めかしい品々が

展示 されていて.撲か しいものである。今は港湾の役 目を知 らない
世代が多く.月 ‐ヽ1学生の課外授業に県外からも多数来るとの事 .
この.日 の出埠頭が今.様変わりしている。昔は .輸出・愉人品の保
社合庫の通り、街であつたものが .な んと賑やかな、エスパルスド

リームプラザ の建物がある。 1皓 には物販ンョップ、飲食ンョップ
があ り.先社の館長が昼食に ``寿司食いに行 こデ

.と
案内され連れ

ていかれた所力' 1寿 司ミュージアムと言う.,し 屋積「
である。そ

れは良いや.取材に行こう。日本各地にはラーーメン積
~「
と言って、

ラーメン屋だけの通 りがあるが .此処は日本初の寿司屋状丁なので

ある。清水すしミユージアムである。すしのテーマパークは明治時

代の清水を丼台に.す |´ の「歴史」「文化」「国際性」をテーマに展

示してお り.寿司店10店が営業 している。食いなぇ .食いたぇと清
水の寿司を右手でつまんで、、と。■曜日の昼時に行ったものだから、

もう超満員であと一略間も+|● るヽのかァとiC句 。 2階 にも寿司店が
あ 1,、 3階 には、エスパルス.、 そうです.清水のサツカーチームです。これに国んだ展示 物販シヨ
ップとがある。又清水が生んだ4家_あ の .ち びまるこちゃんランドと.北原コレクンヨンと言って
解る人は解る、プリキ製の金属のおもちゃの博物館 .そ して 4階には .多数の映画館が入っている .
「Movlx清水」がある。と説明されたが、■曜日、日曜日は人が流れる盛況ぶ りである。■つば飲ん
で計めて .フ ェルケール |●物館 ,債の高級 レストラン 1癸河亭でナイフとフォークで昼食をする。此処の

同い側には清水港でただ一つの大 きな倉庫を改造 して、これも時への流れかなと思い.今はもに両し
た背,か な高級 レス トラン「ベルジュ」がある。

このウオーターフロン 1・ のムードが若者や家族、づれに人気がある。

やはり,青水港といえば、忘れてはなるまい。   祝 創業200年の鈴与グループだ。
清水湊において享和元年 (1801年 )、 回,瞥 問屋 陥 磨屋」として創業 し.200年 を経た現在も港湾物
流業を営んでいる鈴与株式会社の本社が、エスパルストリームプラザの前にある。

鈴与グループは港湾物流業の (lしに、今庫業、 リース業、 }H報処理業.生命保険業.航空代理業.食
品製造業、医薬品製造業、エネルギー業、建築資材・住宅関連機器業.不動産業.観光 レジャー業と
数ぇ切れ無いものがある。土曜日の午後 .観光バスが着 き.茉用車が並び.人 .人、人が .こ の港・清
水に流れる.心弾む光景がある。                      (記  港っ子 )
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その港湾資料館は.1978年 7月 20日 の海の記念 日に鈴与が

設立 し.日 の出埠頭の再開発計画に従って、規模内容を充実

させ.現在の博物館に継承されたものです。
港は人と海が出会い、漁業などさまざまな活動が展開され

た場所であると同時に異国に開かれた窓であり.種青 と文化
の交差点でありました。この十1物 館では.主に清水に関連 し 、_
た,合 の精巧な模型や船加関連品、港湾作業道具などが収集・

ー
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PC**PC**PC*  パソコン 奮戦記 その 2 *PC**PC**PC

☆夕時に.娘達がテレビの料理番組を見ていて、その料理のレンピを最初はメモ していたが .
ビデオを取って置けばよかったねと言いなが ら、そうだ、この番組なら先週見た時、パソコン

の・お気に入 り''に 入れて置いたから、後で見れば良いと言った。うん、成る程。もうパソコ

ンなんだ。娘達がパソコンを作動させて、“お気に入 り''に収められたテレビ局のホームペー

ジ・アドレスを指定すると.ウ ン.な るはど、そのテレビ局の料理番組の最初の看板が映し出
された。不工、今放送されたのだから. もう、インター不ットで流しているよねと言った。そ
うね。アレ、でも、これ先週の料理 しか未っていないよ。 まだ、インターネットに茉っていな

いね。そこで、親父様の登場だ。それは.■週の時のパソコン上の録画だか ら.上の長にある
・更新ボタン・ を押すと、現在のページが出てくるよと指導する。アラ.出てきたわ。ヨン、ヨ
ン. もう親父様の方がウワテだわい。★インター不ットを利用して.商品を売 りたい、そこで
ンョッピング・モールと言う電子上の市場・商店街に参加せねばならない。弱電機メーカーの

専門だから. ドンドン.こ のモールが出現する。法人経営か ら個人迅営まで2000と か6000と か
言われている。一番に急成長した・ R市場

｀
は、毎月の出店料が 5万円。今一番有名な市場な

んだ。2ooo社が出店していた。11に 言うンヨバ代だけで一億円の収入。ここに加入 して
｀
R市

場・ の白いペーンに自分の PCか ら、宣伝文章を書き.販売商品の画像を送って貼 り付け、所
定の手続きをして置くと.お客様から注文が E― mailで 届く。実際の店舗を持たなくても、
電子上の架空店舗で営業出来る。大成功した・ R市場''の後に続けとばかりに出店社を呼び込
もうとして勧誘が来る。有料で当たり前。自社の電子市場を賑わせたいから (いわばサクラ )

無料でもいいから、・お試 し''でいいから出店してとせがまれて.有料・無料合わせて20モ ー
ルに参加する。大手のM電機のモールに出店したいと説明会に参加 し、現状 を話すと参加業者
もM社の担当者も驚嘆する。これにも参加して 1年後には50のモールに出店。そう、 1個 5000
円の商品が毎日売れれば.25万 円で 1ケ 月で750万円の売 り上げで . 1年 で9000万円だとの .
取らぬ タヌキの計算で.(今は不況のせいにして)終わりつつあります。

山 梨 由 記 (78期 )

☆☆☆☆★ 静中・静高関東同窓会 HP便 り ☆★☆☆☆
2000年 10月 よリスタートした静中・静高関東同窓会のホームベーンですが、最近で
は、HPを 見て・会員に登録して欲 しい・ と言うメールも来るようになりました。
この会報をご覧の会員で .関東在住の同窓生を知っていると言う方がおられましたら.
関東 1司窓会会員として推薦して下さい。会員の皆様のご意見・ご感想をお待ちしていま

す.

☆ HPア ドレスは    htt p://cl。 もpe,ne.,P/~Si nfre/kant。 /ka■。―top htm
☆・ メールアドレス

`ま

  st r re@pep ncip

なお アドレスは.すべて英文モードで、 ‐はsh■を押しながらへ を
― は テンキー (致字を打つところ)に ある一キーです。     石

"1 
嘉和 (87期 )

★ ★★インターネッ ト・検索クイズの答え 黒はんぺんのHPは★★★
会
'1152),(■
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Ai E mail Irom Seattle

北緯47度 73期  岩崎秀隆 Washington uS A S008

かれこれ+世紀も前の記憶 を思い起こすなんて.ア ルツハ イマーの気が .気にれるこの頃、
酷な事よと思いながら、卓臥れた木造兵合の城内中学技を後にして.犯罪者だと思った事は少
しも無いけれど.毎日、三保から巡航船 に拝られて,背水に渡り、新清水かわ新静岡へと通学の
行き帰り.県庁のお役人に君は越境入学よと追いかけられ、■の陰に逃げ隠′tの通学は.思い
返すと三文オペラしみていたが.ピ ンク色のコンクリー トの校舎、整備された運動場 .グ リー
ンの石の廊下.明 るく広い教室での生活は .足が高枝生活だと末熟な青春を満足させてくれる
に十分だった。

昼時になると日の射さない使合の隅の売店に.帯刺 しの黒ハンペンとボテトのフライが白い
′`ッ トに並べられ、ウースターツースが振 り撒く匂いに.飽 くなさ貪欲を駆リヤてられた。ラ
グビー部.サ ッカー部の部室から来る、ジヤージーの不潔ですたた汗の臭 も気にならす .手当
たり次第に責り喰った黒ハンベンの米が、半世紀を過 ぎた今も.忘れ得ない思い出の一つだと

記述するのは.如何にも貧弱な食生活だったのではと気にはれる。
杉山先生の世界史を学びながら.世界を見てやらんと思実な友 との約束を守り、東京水産大学
を出て

'1茉

りを生涯の職とした。日焼けした額に汚れたしはり手拭を巻き.南 1宇星の下にマ

タロを追い、北極星を見ながリアリユーンャン
`´
紅疵 と.肛界の漁場を今日は北、明日は南の .

睡眠を忘れた漁師生活に言きを投げ出しての 15年 .それだけを誇っていた体力に老いと限界
を感 じ始めた●の1977年 1月 .EMERALD C,TYと 呼称される、静かな漁業の町ンアトルに駐
在を令 じられた。

当時.日 本の漁業は世界の海での節操の工い乱獲のツケを負い.200マ イルの経済水域の設定 .

競.鮭樹、マグロ、カニ、底魚の漁笙制限、消獲禁上.そ して、奈漁海域の増加で水産物の 1[給

に大 きな危機感を持ち始めていた。打開策として、米国水産会社との合弁事業 .関追事業の買
収.投同'資等に積極的に参入を始めた時期に当たり.私の奉nし ていた日魯漁業も、水産物供
給のルー 1・ を:iC保するために.シア トル.アラスカの大手水産会社に投高1資、買収 し、結果 とし
て.バブル経済の先兵の役割を果たしていた。
ンア トルは北請47度 と高綺度で樺太辺りと同綺度に位置した.山 と湖沼に恵まれた北太平洋
に開けた港町です.古 くはアラスカのゴールドラ ツシユを支ぇ.豊富な鮭癬缶詰、そして木材
の輸出に栄ぇた米国史に残る山結ある古い町でもあり、第二 '大 戦以前から日本人の移民が .

漁業に農耕に励んだ町としても名を残しています。町の青側にはタコマ富士と
'I称
され.三保

の松原から見た富士山を妨徘 とさせる、レイニヤ山がそびたていて望郷の心を癒 1´ てくれてい

ます。気候は周年温1差 な海洋性で乾期と雨期に分ける事が出来て、雨期の真冬でも氷,,下 以下

に為る日は数ぇる程で,.ャ

“

業基地としての機能は、主としてアラスカ海成で生産 される、 タ
ラコ、筋子、数の子、鮭鱒、鰊.カ ニ類、すり身 (滞鉾 .ハ ンベンの原料).底魚景等.日 本の水
産市場への1[給量は.世界最大の取り扱いで.皆様の台所に毎日お那魔している事で しょう。
特質す′ヽ:き 輸出品の一つとして.世界 ―と言われるオラングのチューリップの生産は.ンア
トルが球根の生産を止めれば維持できないでしょう。フヽイテク産業のボーイング.マ イクロッ
フト.任天堂と.コ ンピュータ関連の先進電子技術もンア トルのェ要産業です。郊外には米国最
大の海三基地を浣して.取1乱続くアフガニスタン、パレステナ、 イスラエル、イラク. インド不
ンアに派遣される.軍艦.戦闘機、二人の生活する戦争準備基地です。常時戦場に直肯吉した臨戦
体勢 卜の山でもあるけれど.ス ター′` ックスは平和裏にンアトルと日本、否世界を案 ぐ平和の

●途かも知れないと考ぇてみても.漁師車脳ではとでも理解因性な驚愕の環境体験の毎日です。
桜が満開の昨年の 4月 初旬.シ アトル .マ リナースにイチローが彗星の如く現れ、多 くの
人々に野球の面白さを満喫させて.佐々木.長谷川が加わっての活

"は
.ンア トルが野球のメッ

カが ,1き 体で.テ ロの恐.1市 、世の不景気な話 も,外 に.老いも若きもメジャーリーグの夢を語
り、今日もイチローの首振 り人形が善男善女をSAFECO・ FIE LDに おいでおいでをしています。
今は亡 きラグビーの親友 中島敏之に棒げる。                  以 11

水産大学を事業後.日 魯漁業入社 .ニチロ・アメリカの社長を水年勤め

定年退職後は同じンアトルにある魚綱製ど ニチモウ インターナシヨナル (1,)
に招かれ.社長を勤め.現在電問。      ワソントン州、ンア |・ ル在住 .
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逮
、
中
澤
栄

一
、
法
月
重
雄

“
、
松
井
保
治
、
山
下
武
男
、

宗
四
期
、
青
木
遭
生
、
相
川
富

士
雄

“
奥
野
進
０
、
山
口
弘
．
清
水
逸

‐
郎
に
、　
大
野
日
佐
大
Ｈ
石
塚

由
雄
０
．　
演
森
桂
．
鳳
口
昇

左
右
、

ウ
望
月
修
、
坂
日
秀
雄
．
山
中
孝

二
、
杉
山
正
友
、
島
根
光
明
、

酒
丼
博
０
、
　
久
保
日
誠
三
、

影
島
利
邦
０
、
米
澤
工
次

５８
望
月
恵

一
②
、
鈴
木
栄
三
、
須

山
静
夫
Ｑ

海
野
当

伊
藤
帰
Ｅ

三
０
．
針
谷
賛
．
世
古
員
巨

５９
伊
藤
光
雄
、
内
口
武
二
、
小
花

敏
郎
．
清
水
江
．
三
輪
潔
②
、

薩
川
礼
司
、
川
口
昭
、
朝
比
奈

正
二
、
長
谷
川
邦
三
、
大
村
和

夫
．
口
澤
籠
彦
、
福
地
彊
．
増

日
真

一
、
原
淳
、
高
橋
裕
．
瀬

瑞

一
男

”
小
澤
ヽ
男
．
山
測
景
敏
．

ω
逸
見
昭
〓
ス
上
杉
重
吉
“
　
小

ホ
金
次
、
新
向
昌
輝
、
服
部
昌

夫
、
水
野
喜
友
、
石
関
恵
雄
．

君
島
康
弘
、
萩
原
荘
太
郎
、
堤

崇
、
谷
龍
治
、
大
石
隆

一
、
笠

間
達
男
０
．
益
田
清
間
、
井

田
淳
、
時
日
正
康
．
有
日
克
巳
、

酒
丼
美
高
、
鈴
木
光
男
．
渡
辺

博
、
里
見
元

一
郎

６１
山
崎
和
夫
０
、
高
村
岳
史
、
君

島
敏
男
、
片
桐
篤
．
萩
原
将
弘

大
石
次
男
、
清
水
澄
夫
、
人
木

貞
二
、
高
山
秀
男
、
片
沢
博
樹

清
水
照
彦
０

．
奥

野
泰
助
、

■
迫
友

一
、
稲
森
慎
二
０
、

西
日
駿
之
介
い
、
青
木
邦
彦

に
、
土
井
正
國

６２
６３
三
枝
弘
之
．
杉
丼
本
薙

Ｑ

海
野
昭
平
①

６４
６５
遠
藤
栄
０
、
大
石
和
夫
、

野
沢
正
憲
．
山
本
和
彦
．
塚
本

光
彦
、
狩
野
達
彦
．
仲
野
資

“
、
日
中
取
、
桜
丼
富
士
男

“
、
松
下

一
男
０
．
馬
場
泰

男
０
、
増
田
政
雄
．
岩
本
吉

雄
、
神
谷
武
男
、
佐
藤
弘
幸
、

佐
野
旭
、
杉
本
哲
Ｆ
鈴
木
明
朗
．

高
野
宏
．
■
内
豊
、
長
島
健
．

永
日
進

一
、
長
谷
川
直
和
、
益

頭
尚
文
、
村
上
一景
ヽ
二
、
人
木

綱
〓
ス

柳
口
尭
、
渡
辺
宏

〓

望
月
Ｅ
、
望
月
康
迪
、
栗
田
行

雄
４
、
塚
本
光
彦
、
蛭
川
博
之
、

猿
谷
秀
雄

“
小
沐
成
威
、
中
村
伸
‘
Ｒ

大
坪

信
之
、
森
山
秀
夫
ｍ
ヽ

佐
野

栄

一
、　
口
中
俊
”
．
飯
塚
二

郎
、
大
村
敏
夫
．
川
守
距
雄
、

安
池
智
策
．
瀬
尾
章
、
曽
根
錦

吾

“
　
湯
浅
謙
、
武
藤
勇
、

馬
越
崚
０
、
川
合
勉
、
菊
田

蘊
裕
、
藤
原
隆
二
、　
石
川
剣

二
、
中
島
睦
生
、
小
嶋
清
司
、

浮
回
泰
治
０
、
内
田
幸
雄
、

久
保
泰
夫
．
安
田
正
弥
．
馬
越

崚
、
山
下
裕

一
、
藤
原
朝
則
．

村
越
立
彦
、
増
丼
和
夫
．
濱
日

裕
志
０
．
原
野
谷
朋
司
③

６７
増
日
安
国
、
手
塚
重
明
．
長
倉

孝
二
、
福
原
亨

一
Ｑ

梶
原
由

三
、　
小
倉
牧
夫
、
小
杉
謙

一
、

小
杉
弘
．
加
藤
友
行
、
美
渡

一

朗
．
児
島
美
男
．
朝
比
奈
正
三
、

遠
藤

一
彦
、
向
丼
久
和
、
塩
澤

満
０
．
鳥
居
滋
大

牧
田
″
舅

、

鈴
木
敏
行
、
同
社
英
二
郎
、
矢

部
隆
．
塁
田̈
秀
幸
、
山
岡
進
、

戸
塚
惣
雄
、
朝
倉
舅
．

６８
荒
谷
じ
つ
子
．
星
野
敏
郎
、
岩

瀬
順
郊
０
、
秋
山
和
也
．
宇

田
貞
子
、
市
原
卓
．
瀬
堂
川
徹
、

植
口
勇
夫
．
塚
本
浩
司
、
雨
宮

明
生
、
河
口
浩
、
鈴
木
俊
彦
．

鈴
木
國
功
．
杉
山
忠
男
、
小
川

場

Ю
、
鈴
木
昭
夫
、
稲
葉
清
、

高
橋
俊
見
．
磯
西
洋
、
藤
波
員

五
０
、　
増
井
良
敏
、
立
花
雄

一
、
酒
井
定
子

６９
加
藤
喬
志
、
堀
場
千
賀
重
、
吉

日
政
幸
０
、
小
ホ
泰
三

¨
大
場
良
巨
０
、
丼
団
勝
久
、
松

永
茂
．
関
哲
男
、
佐
々
木
政
三
、

宮
代
省

一
、
吉
口
修
．
本
問
啓

司
、
有
口
久
．
中
村
龍
二
、
上

口
孝
．
石
山
博
０
．
渡
辺
勝

美
．
大
場
良
臣
．
久
沢
正
雄
、

大
高
源
之
丞
、

η
竹
丼
三
保
子
、
片
山
嘉
，
０
．

川
上
貫
〓
二

富
野
寿
０
、
浦

口
彰
０
、
村
松
緞
啓
、
橋
爪

尚
也
、
小
池
啓
治
、
渡
辺
敏
美
、

西
野
章
０
．
松
原
徳
満
い
、

山
田
卓
夫
、
宮
崎
次
朗
、
諏
訪

逸
郎
０
、
佐
藤
利
治
い
、
山

崎
恭
弘
．
奥
村
鋭

一
郎
、
実
石

欣
哉
、
酒
丼
力
、
石
川
宏
、
長

倉
員

〓

栗
日
甲
子
男
．
前
田

利
彦
．
奥
村
競

一
郎
．
後
藤
弘

枝
、
極
原
孝
充
、
安
藤
龍
男
、

青
木
庄
二
郎
．
加
藤
祐
史
２

７２
山
口
公
子
、
松
本
茂
夫
、
村
手

工
之
．
清
水
雅
彦
、
藤
野
威
男
、

種
茂
雅
之
、
高
木
哲
夫
、
増
田

欽

一

７３
塩
津
浩
．
桑
原
敏
久
、
君
島
武

男
．
深
沢
靖
男
．
日
本
修
．
青

木
俊

一
郎
．
安
藤
頴
男
、
石
川

征
四
郎
、
石
川
人
洲
夫
、
石
割

浩
司
、
大
村
康
平
．
大
村
博
、

小
川
忠
夫
．
後
藤
宏
、
小
柳
忠

義
、
近
藤
守
、
三
枝
通
康
、
斎

藤
干
男
、
佐
々
木
勝
彦
ヽ
杉
山

正
三
、
杉
山
親
司
、
杉
山
洋
司
、

鈴
木
智
彦
、
鈴
木
豊
、
日
中
重

糖
、
仲
野
敦
夫
、
羽
山
式
、
牧

野
昭
雄
、
松
永
文
夫
．
宗
像
純

司
．
望
月
篤
．
望
月
智
、
望
月

公
美
．
山
下
茂
支
．
山
梨
由
記
．

山
本

一
雄
、
山
本
昌
秀
、
鷲
某

′

_ヽ

′

_ヽ
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し

博
明

８２
堀
内
淳
司
“
、
青
木
奥
治
．
篠

原
温
Ｑ

岩
本
昇
三
、

８３
自
石
和
久
、
鈴
木
秀
孝
０
、
大

石
高
志
、
福
田

一
久

８４
杉
山
順

〓

生
駒
光
博
、
山
田

を■
大
Ｑ

塩
全
上
、

８５
池
田
幸
司
．
高
橋
成
彰
、
牧
野

英
敏
、
，
東
成
師
、
内
野
直
樹

“
矢
部
徹
い
、
近
藤
孝
邦
、
板
含

直
壽

８７
平
岩
正
史
０
、
塩
川
治
郎
、
遠

藤
久
資
、

”
鳥
巣
修
、
山
崎
員
紀
子
り
、
新

ヽ
暢
宏
、

”
米
澤
宣
行
、
川
島
雅
行
、
栞
山

伸

〓

荒
川
千
明

９１
矢
西
光
彦
、
小
原
裕
子

り
山
野
直
文
　
”
岡
村
幸
彦

９４
佐
々
木
美
登
里
　
９５
永
江
総
宣

９８
池
田
良
夫
　
Ⅷ
五
十
嵐
寧

ｍ
穴
沢
敦
子

期
不
明
の
方

同
口
光
二
③
、
久
米
旺
生
①

合
計
四
五
五
名
の
会
費
納
入
者
で

総
額

一
、
六
一
〇
、
Ｏ
Ｏ
Ｏ
円
で

し
た
。
但
し
、
昨
年
は
二
、
二
〇

人
、
Ｏ
Ｏ
Ｏ
円
の
会
費
納
入
を
い

た
だ
き
ま
し
た
の
で
、
約
六
十
万

円
の
減
額
と
な
り
ま
し
た
。
同
窓

会
員
の
親
陸
と
会
の
維
持
の
た
め

に
会
員
の
皆
様
の
会
費
の
納
入
を

切
に
切
に
お
願
い
致
し
ま
す
。

開
催
曰
　
＋
二
月
五
日

（水
）

コ
ー
ス
　
青
梅
ゴ
ル
フ
倶
楽
部

ヽ

ひ
と
り
ひ
と
り
の

ご
協
力
を

Ｏ
　
総
会
や
同
期
会
な
ど
の
会
合

に
は
億
劫
が
ら
ず
に
出
席
し
、
楽

し
い
一
時
を
持
ち
ま
し
よ
う
。

Ｏ
　
年
会
費
の
拠
出
者
が
年
を
追

つ
て
減
少
Ｌ

さ
び
し
い
事
で
す
。

関
東
同
窓
会
の
運
営
も
難
し
く
な

っ
て
き
ま
し
た
。

関
東

同
窓
会
の
円
滑
な
運
営

の
た
め
平
成
十

四
年
度
会
費

（
三
十
円
）
の
納
入
を
同
封
の

振
込

用
紙

で
．
お
願

い
致

し

ま
す
．
な
お
振
込
用
紙
は
会
報
の
毎
号

に
年
会
費
の
納
入
済
み
．
未
納
に

関
わ
ら
ず
同
封
し
て
お
り
ま
す
事

を
ご
了
承
下
さ
い
。

Ｏ
宛
先
不
明
の
た
め
、
会
報
返
送

が
毎
回
多
数
有
り
ま
す
。
住
所
変

更
の
場
合
は
、
至
急
ご

一
報
の
程

お
願
い
致
し
ま
す
。

★
　
会
社
の
広
告
募
集
　
年
２
回

＾
２
万
円
）
に
ご
協
力
を
お
願
い

致
し
ま
す
。
詳
細
は
事
務
局
ま
で

お
問
―
合
わ
せ
下
さ
い
。

☆
　
事

務

局

へ
の
ご
連

絡

は
，

‥

〒
ｍ
・出
■
ヽ
日
区
神
日
鍛
治
一千
ｔ
Ｌ
〓

壺
下
ビ
ル
六
階
　
野
方
法
律
事
務
所
内

静

中

・
静

高
関
東

同
窓
会

野
方
重
人

（
７７
期
）

―
¨
Ｅ

０

３

‥

３

２

５

１

・
２

３

４

８

Ｔ

　

・

次
回
の
二
十
四
号
の
原
稿
を

募
集
し
て
い
ま
す

☆
同
期
会
、
杞
行
．
随
筆
．
■
歌
．

排
句
．
海
外
勤
務

・
在
■
の
方
の

メ
ー
ル
を
御
奇
せ
下
さ
い
。

な
す
０
日
〓
０
０
０
”
“
Ｆ
●
０
」
ヽ

第

卵 四
高回
′ゝ
7=
ゴ
ル
フ
Zゝ

=ヽ

参
加
数
・

優

勝

三
　
位

三
　
位

十
七
名

冨
―――
　
隣
介

石
丼
　
博
之

松
井
　
義
之

特
別
参
加
賞
と
し
て
、
西
沢
純

三

（
四
三
期
）
さ
ん

（前
列
左
端
）

に
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。
今
年
、
九

十

一
歳

で
こ
の
冬

の
寒
い
時
期

に
、
ご
参
加
さ
れ
て
、
最
後
ま
で

ブ
レ
イ
さ
れ
ま
し
た
。
い
つ
も
お

元
気
で
な
に
よ
り
で
す
。

★
ゴ
ル
フ
会
に
参
加
ご
希
望
の
方

は
、
事
務
局
ま
で
ご
連
絡
下
さ

０
読
み
応
え
の
あ
る
原
稿
を
寄
せ

て
下
さ
り
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。

同
窓
会
会
員
の
皆
様
同
士
が
も

っ

と
親
畦
を
深
め
ら
れ
る
性
に
、
身

近
に
感
じ
る
様
な
情
報
を
提
■

し
、
そ
し
て
更
に
読
み
応
え
の
あ

る
会
報
に
す
る
様
に
広
報
委
員
会

一
同
努
力
を
借
し
み
ま
せ
ん
。
総

会

・
懇
期
会
に
は
多
く
の
同
期
生

を
呼
び
合

っ
て
参
加
し
て
下
さ

０
関
東
同
窓
会
事
務
局
が
新
し
い

体
制
に
な
っ
て
か
ら
二
年
目
と
な

り
先
輩
諸
氏
の
ご
協
力
で
何
と
か

順
調
に
や
つ
て
こ
れ
ま
し
た
。

今
回
の
記
事
で
は
故
郷
清
水
港

と
片
や
ア
メ
リ
カ
は
シ
ア
ト
ル
の

二
つ
の
記
事
が
好
対
照
で
す
。
ｔ

月
に
は
い
よ
い
よ
総
会
で
す
。
今

か
ら

一
躍
有
名
に
な
っ
た
斎
藤
孝

さ
ん
の
議
演
が
楽
し
み
で
す
。

皆
様
の
ご
要
望

〓
」
意
見
を
是
非

と
も
御
寄
せ
下
さ
い
。
　
　
Ｃ

編

集

後

記

ヽ

ネ
男
．
冨
口
杉
男
．
林
さ
ち
ｒ

７４
ｔ
藤
薫
郷
、
■
一卜
泄
造
ｍ
、
■

熊
鐘

司
、
丼
鍋

正
良
、
松

―

晴

一
、　
寺

尾
絢
彦

０
、
西
山

肇
．
産
原
紅
■
０
、
塚
本
当
．

高
瀬
宏
三
郎
＊
、
見
城
尚
志
い
．

田
中
性
知
子
０
、
山
口
雅
子
い
．

角
谷
治
子

７５
ｔ
藤
修
二
、
大
鳥
崇
志
、
今
回
肇

“
鈴
木
浩
０
．
坂
内
三
容
、
富
田

駐
　
　
　
　
　
　
　
　
　
介

７７
坪
丼
孝
夫
．
鈴
木
宏
治
．
野
方

重
人
い
、
小
地
淳
夫
、
中
川
素

子
０
．
石
間
啓

一
、
石
山
建

．

“

　

“末
日
‘
男
．
」右
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t

鈴 与 株 式 会 社
取締役社長 鈴 木 与 平 (76師

京 ,兵 ,社

清水市人船町1]~1
TEL 0540(54)8()15(`書 評)
東京都港区芝公国 1-2-12
TEL 00(3432' 7152

株式会社 富 士 越 化成

イは

“

疏 ■ 野 澤 正 憲

“

4期

'東泉部品川区南尉 112-17-ll

l[ll()3 (5,83)384]

It]1 03 (5783)375j

同窓会 で人の輸を ll

野 方 重 人 法 律 事 務 所

弁護士 野 方 重 人 (77翔 )

Ⅲ
牽]|‐ 0045 千代田区神田級冶

‰キ■みI』

|]殿 ||:|::::|::;:

桐続税・法人税 所得税などのご相談はどうぞ 1

鳥 巣 修 税 理 士 事 務 所

税理士 鳥 巣  修 (89期 )
OSAMモ・ rOSU

影
L(li:]I磯I舗 諏

:)'3S島

日本レーベル印刷
株式

会社

1ま ]締
fllttliti聰

8F東京
譜号『彩2)・4“ 1(1ヽ )

自動車・火災・傷害保険

大 高 保 険 事 務 所

イヽ 表 清 水 雅 尚 (77期 ,

ヽ京
=Fi共
谷区東3-15-8

TEL 03(3406' 9850
Pl:S 070 (5103) 8921

に

*昼 2時よ I′ 夜11ま で診療 *

タカラ歯科診療所

||■ 藁 科 名 雄 _、 7t].

草■.1 .■ ■
‐
「 ■ ・ ::1・i―

TELI,l ιlll l● |.1,,

訓11薬局・ ―市都日 l=50■ ,1

株式会社 アイセイ薬局

「医■分業のバー l・ ナー」

イヽ表Iti衛■ 同 村 幸 彦 t,31]|[',鵠 |,)

東京都中央区 日本価蛎鷲町 2-14-5
TEL 03(5651)7200
http:/ア ,ヽwヽ,aisol oo,,

プロ野球選手 こ愛顧 28年
あのホームラン王も・有名な ビッチャーも あの名監督も・コーチも

☆★★

紳士服の

高級■
'・
オーダーメイド  イージーオータースーツ
確かな技術と縫製で ご奉仕 します

山梨テーラー  山梨株式会社 代表取柿役 |1礫 由記
千葉県11梅市前原西 7-5-8 TEL 047(473)6906

☆★★

(73翔 )


